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簡単化された非線型モデんによる大気箔環形態の研究

余盟成男(京都大学理学部地球物理学教室〉

1.はじめに

大気循環の力学に関する諸問題を考えるとき，鍵となることの一つに系の非線型性が挙

げられる。一般に非線型な問題に対して辻，局所的に線型化してまたiまわずかに非線型

な状況(弱非線型〉に限定して解析的に議論を展開する方法と，コンピュータを用いて非線

型問題を数値的に解く方法とのこつのアプローチがある.数値的に解く場合，窃究の道具と

して数値モデルを用いる治てこのようなモデルには簡単なものから複雑なものまでさまざ

まな階層がある.これらをモデルの複雑度によって3つに分けそれぞれの特後を示すと表

1のようになる.自的となる問題毎に，これらの階層的モデル群は組み合わされ，それぞれ

の特徴を活かされながら使われている.

過去 10年以上にわたって，私はLorenz(lヲ63)やCharneyand DeVore(1979)によって導

入された簡単化した大気循環モデルの非線型溝造を数値的に調べてきた.1970年代から 80

年代にかけて，応用数学分野では分岐理論やカオス理論など非線型現象(システム)を解析

する道具だてが整ってきたのでこれらを大気力学の非線型問題に応用しようと試みたわ

けである.気象研究ノート(松田・余田， 1弼5)にもまとめたように，このような解析手法は，

惑星大気大循環や対流圏大規模力学の諸問題にとどまらず，海洋循環や気候モデルなど地

球科学のさまざまな問題にも有効であることが判ってきた.さらに同様の手法でいくつか

の中層大気循環メカニスティックモデルの持つ非線型な構造を調べ大気循環形態の基本的

理解を深めることができた〈余田， 1993). 

今回の講演では，私自身の研究ではないが，ENSむ(ElNincトSouthemOscilIation)の簡単

化された非線型モデル(Vallis，1986)を紹介し，その非線型講造を解析することにより，熱帯

域の大気ー海洋モデルでカオス的な自励振動が可能であることを示す.

表 1:数値モデルの分類

複雑度! 呼び名 特徴

簡単 mechanistic出odels 概念， 摸式的， 定性的

中位 mechanistic circulation models ぜュア， 理想化， 定量的

複雑 general c註culationmodels 援雑， 具体的， 現実的
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El Ninoとは，何年かに一度起こる東部赤道太平洋域の議麗水温の上昇のことで，それと

ともに貿易風の思向が逆転する@また SouthemOsc盟組閣と広南太平洋域の地上気圧場

のシーソー型変動でElNinoと

年の期間にお る を
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て，次のような点が挙げら
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ここで，瓦CヲピヲT*，Tは外部パラメータである.このシステムの定常解の外部パラメー

タ叡存性q それらの線型安定也および雪崩期解@非周期解のパラメータ叡干宇佐を伝統的手
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に，簡単モヂルは，どこまで現実を反映しているか多くの問題点を残している.このような

モデルは概念を作ったワヲ大枠をイラストするのには捜えるが，議論の詰め辻大循環モデル

のような“簡単門でないモデルが必要である.それぞれの特穣を理解して， EI的に合わせて

うまくイ吏い分けてゆくのが賢明な道といえよう.

今も計算機の能力はさらに向上している.ワークステーションの導入による討す草機の

分散・ネットワーク化や，超並列の専用言明機による高速化などの新しい動きがある.それ

らの恩恵で，変数の数がQ(ぬい5)程度の完全非線型力学モデルを用いて，その非線型構造を

詳しく調べることができるようになってきた.他力本額ではあるが，やがては，大循環モデ

ルまでも徹底的に調べられるのではないかと思われる.
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2 大阪湾北部沿岸海域の流れ

杉山公器・石地毅一・横田正俊・斎藤実

{神戸商鉛大学}

はじめに

大阪湾では、近年理主やそれに伴う防波堤の設置により海岸地形は著しく変化している。

その変化によって潮涼がどのように野響を受けるか調べるのが本研究の目的である。その

ため 1992年の夏期に約 30時間の潮流観測を行い、その誕和解析の結果と同海域の潮

涜の数鐘計葬結果とを対比させて調べた。

1 

2 観測

観測海域である尼崎西宮芦屋港は北と東を陸地で、また荷と商を理め立て地と堤坊によ

って屈まれた東西に長い海域である.この海域での流れを知るために 1992年 7月 20 

自に、約 3 0時間観測を F g. に示す減点で行った。観測ではアーンデラー涜速計を

用い水深雪 m で、サンプリングを 1分間隔で行った。

コ
22F 尼崎西宮芦麗港

西宮妨波堤 ¥ 一一一--

観測点

(記滋/5)部

:i::!? ←一一東西成分・甫北成分

F i g 

涜

速

ー15-

観測結果と解析結果

流速を南北成分と東西成分に

分け、北流と東 i斑を正として測

定結果を F g. 2に示す。こ

れをスベクトル解析し、その結

果を F i g. 3に示したが市北

成分、東西成介どちらも日周潮

がかなり卓越していることがみ

てと ilる。

3 

12:00 

I 

0:00 

観謝結果2 F i g. 

11 : 00 
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413 3.5 

東西成分 南北成分
3 -

3O -
2.6 

同a1.5-
9g1 28-

113 -

o -

13.5 

a 
2 3 5 6 r( 8 9 lL! 11 12 1314 15 1 2 3 4 5 6 1 8 9 1O 11 12 1314 1込

m (1/羽田毘謝} m (l/m日露湖}

F i g. 3 )，ワースベi クト lレ

4 数趨計算 Lこよる対集海域の流 j兄

1 基礎方謹式

沿岸海域の誠況は指揮地形により大きく瀞饗することはー離によく知られている@そこ

で埋め立て地や~Jj波堤などが流説にどのような掛響を与えるかを知るに拡数櫨計算は有効
な手識である。本研究でも対議拘域の j車ill.と海岸地 }jjの変化による誠れの瀞事撃を知るため

に次のような基礎方寝式をもとに数櫨針第を行った。

dll du du ， dll ð~ よ竺.f+1'立と~I +.4 ~ .:J i 11 a訂7十ら;引1-vづ否γγ舟 sω0否お二 =1iんt酔1γγド1-向均町一一白均句句句.旬句句-司司句司-

d " d v. d 11 ， 3 v _ _ (.. _ n d C _よ泣す νどわ ..1，1.:.1
1

J十
1I石寸 wa;-ρ'-g否;-p"，dy -;va-;;-， .-1 ，U.1 11) (2) 

dll ð~ Ldw_ fI (3) 
一一一トーー十一--':':'=0
dX'dy'dz 

ただし
A a 2a2 
一一一一十ー一-
I d x2 'd y2 

寺関 J コリオリ舗数 9 重力加速成 ρw • 海水密境

p 金正力 γ:鉛誼 j露合 i語数 Ae 水平 j露命鵠歎 C 水i立

ここで、 この式を掘調から j語感まで職分して j定量に関する方韓式に戒め、 次のように誠

量を定める。

z
 

.ss t
 

』3
 P

、

ah狗一
Pa
亀、竃、
.1‘J一一

4
a
 

anH 

'ι争'
 

Bu 
世

P

、

a泊
a崎一
p
t
zミ
1
2
J一一N
 

M 、N ，主j兎鐘の耳、 g 成分

x成分だけを考え、式(1 )を額分するとき識の賂力を謀議すると、右沼鎗・ 4項は j霧車

購識の式となり次のようになる。

♂一
?hわ山弁、

P
g
a‘
も
1
'
J

x r 
ρ地

τX =-p.，y2U、必弓手7

γ:接隷J;6カ語数 U 、"海遊から海額までの平均誠速の z 、 y 成分

r Z ，ま j語底単{立面接あたワの嘩擁力

-6-
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また基礎方謹式の第 3式 i主連続の式であり、 この式 iま讃分すると次の識になる。

;!J311-記i-2)ド ;fig-i言=0
( 2 )計糞条件

F g. 4'こ示す海域で数鐘針算を行い、 モデルは単麗で水揮は全海域すべて 10mと

した@強制*1立として境界域 1と 2で湖泣変化を与え、初期条件辻計算海域すべて流れの
ない状態から針葉を行った。 また{患の諸定数は T a b. に訴すとう号である。

I.======cl O.pen 
buond畠ry1 

A. Open buondary 2 

F i g. 4 計算海域

T a b I e. 計主主要議

時間関瞬 L1 t=15(s岳記} 水平混合係数 A 1=23200 

描子関踊 L1 s=500(m) コリオリ蕗数 f =0.000826 

初期読速 u=甲=0 • 0 (記濁 Is ) 胡 j羽水{立 t=o.O(記翻}

( 3 )計算結果

T a b. 1で示した暫j期条件および境界粂件をもとに計算した結果から観測点にあたる

点の誠速を東西と甫北の成分射記分丹、 その経時変北を F g. 5 こ示す。 ここで観測醸

の経時変化留である F g. 2と j七べてみると、短浪部分{東向き 12. c恕!s)を鵠いて拡

話器実擦の捕れを再現でき数纏モデルの正しさが確認できる@

{む邸/謂}部自

10 

建 o -

-10 

時 a-

o 10 

東西成分

南北成分

20 

F g. 5 計算櫨の経時変{ヒ

-7-
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次にこの数櫨モデルを用いて F g. 4の海域の場合と海域の南に位謹する防波堤と海

域中央に泣置する六甲アイランドを燕くした場合とについて計算した結果を神戸港が高潮

時と抵潮時の時をそれぞれ F g. 6と F g. 7'こ示す@

高瀬時

Q lO(ce/s) 

-8-

F i g. 6 

現在の海岸地揺による計算

結果。防波堤の南から海域内

に流入する時、 滅入口での涜

速は速くなっている. また六

甲アイランドの崩りも諸速が

速くなっているが、 i窃波堤の

南北付近の流速は遅くなって

いる@

F g. 7 

現在の掘域から六甲アイラ

ンドと南にある防波堤を取り

去って計算を行なった結果で

ある F g. 6と遣い海域

の東で局地的に論述が速く、

または遅くなるところは見ら

れない.

5 結果

以上より防波堤は前北付近

では j車速は抑えられているが

防波堤問士の閥、つまり港内

への流入口では減速は速くな

っている。 そして、 この流入

呂の流れは議内の流れにに大

きく彰響し、特に高捕時には

尼崎西宮芦麗識の流れが防誠

堤の無い場合は西向きに流れ

ているが、 防波堤のある場合

には北京に誠れている.
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豆長五ヨ(i脅の長誌による読芭恵むの在晃誠司若宮古身主主こっし、て

小田巻 実 〈海上保安大学校水路学講鹿〉

1、はじめに

東京湾は、幅約20畑、水深約2旬、奥行き約50胸、湾

口の幅7k1ll足らずの閉鎖性の強い内湾である。湾口部iま、

狭くくびれているため、調流が強い。しかし、湾奥部で

は、潮流はせいぜい0.2-3ノットと弱く、相対的 iこ識if.t

以外的ながれが効くようになる。従来の流れの謁査は、

潮流に主眼を置くことが多く、ほかの流れについては断

片的な事しかわかっていない。ところが、近年、書識な

ど水質環境の悪化が懸念されているのは、この湾奥部で

ある。そこで、海上保安庁水路部では、潮流の次iこ効く

と考えられる践による流れに焦点を合わせ、昭和63年度

から平成3年度まで「関鎖性水域の風による流動及び物質

静動等の調査・評価手法に関する研究jを行った。現在、

成果的取りまとめ中であるが、いくつかの興味深い観測

結果が得られているので、紹介させて頂くことにした。

2、研究経過と観測例

潮流は、本来、潮汐の正力変化によって起こされるの

で、上下の差は小さいと考えられる。それに対し、嵐に

図 2

35・40'H 

3S'30'H 

図 l 制点図

流れの観損IJi9iJ (1 991年 12月s日一24日、測点 c) 
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よる流れは、海面摩援が駆動するので、もともと上下の差が大きいと考えられる。そこで、多少は水平的な昔話点

数を議牲にしても鉛謹に密な観測をすることにした。また、いろいろな解析に酎えられるように観劇期間も十分

とる必要がある。さらに、季節による違いも大きいと考えられる。結局、 i年自に冬、 2年自に夏の鵠謝、 3年自

に予測・解析のための数値モデル作り、4年自に検証実験を行うことにした。1.2年目では、図1の4点で、鉛藍5麗、

40自問の観測を行った。 5麗の内訳iま、水深の漂いD点を除き、議面下0.5. 1.5.3.7，10温と議底上旬である。 D

点では、海面下3. 7. 10. 15， 20怒と海産上旬とした。 4年自の検証実験では、 A点を以外の3点で4麗15昼夜の観

測を行った。

図2，ま、 1991年12月s白から24臼まで行った、被誕実験の擦の流れの観測伊jである。最上段は千葉灯標の海上患

で、以下は C点 (0.5. 1. 5. 3. O. 10国軍〉の流れベクトルの時系列である。期間中は、ほほ~t嵐が卓越していた。

c点では、 0.5盟麗は海上嵐とたいへんよく対蕗しており、1.5酒量でも涜速は弱くなるものの、よい対車を示して

いる。ところが、 3理層になると、 0.5. 1. 5111題によく叡ているものの、時折、逆の領向を示すこともある。 10.麗

では、半日周期のはっきりした潮流成分が見られるが、表層が北患に対蕗して商読額向なのに対しあきらかに逆

の北北東読を示している。つまり、麗による流れには、このように著しい上下差が晃られる。

3、平均流の語環系とそ白季節による違い

図3(a). (b)は、それぞれし 2年目の冬と夏の平均流分布(40日間〉を示している。 図3(a)の冬季では北風が卓

越しているが、各点で鉛直分布がまったく異なっている。 A点では、 s麗とも南南東ないし海東向きで、流速も同

じぐらいあるが、 B点では、流向は西南西で表題の流速が大きく、下麗にゆくに誕って弱くなる。 C点では、

図3(a)冬の平均流 /・...........1......./ 図3(b)夏の平均流 1 
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0.5.1.5鑓患は麗と問方向@南西向きであるが、 7罷題以下では逆の北東方向になる。さらに、 D点では、表題の3寝

麗は南西向きめ蒋い流れであるのに対し、中麗では15罷層に語大部を持つ東北東向きの流れとなっている。すなわ

ち、表題の拘kJ.浅では、どこの置す点でも麗とほiま同じ向きの南iこ流れる額向があったのに対し、中患では神奈JlI

察閣を北上し千葉県郡jを甫下する詩計彊りの揺環系が形成されていた。

夏季の観誤，IH主、車舗の都合でき汚から 10月になってしまった。密封b)の平均流では、一見してわかるように、国

3(a)の冬に比べて流速が数措になるとともに、上下の流向@流速の差が著しく大きくなっている。期間中の平均

麗は、北愚1.h/sで、図3(a)よりもかなり弱かったにもかかわらずである。両者の違いは、冬季は上下の密度差

が10-Bg/clII1 以下であったのに対し、夏季はそれが10x10ーな/cmS以上と成窟が発達していたことである。すなわ

ち、 E誌による流れの発達は成患の有無で大きく異なっている。

4、風に対する流れむ応答

国21こ見られるように実際の流れに重なって

いる潮流を抜くため、 Tho覇pson(1刊3)による

Tide-killer Filterをかけて、崩と流れの相関

を計算した。東京湾では、東西よりも南北の闘

の頻度が高いので、ここでは、図4にB点にお

ける流れと賦のそれぞれの南北成分自相関を示

す。冬季には、上騒はほぼ時間遅れなしにO.ト

0.8緯度の正の相関、下麗も約 1日連れで正の

組関を示した。夏季には、上崩は約O.5日遅れ

てO.9の正の高い相関、下題は冬とは逆に-0.6

程度の負の相関を示した。すなわち、平均流分

布に見られたように変動成分についても、夏季

には上下の流れの差が著しくなるとともに、相

関も高くなる額向が見られた。

5、嵐iこ対する鰻層の動き

今留の観測では、水温・塩分計のついた流速

計を梗ったので、各誤，IJ点で韓愚の上下動が把握

された。国5，ま、夏季の各点の海水密度のイソ

プレットである。最上段には千葉灯諜の麗を示

す。注目されるのは、題iこ対する蕗答が各点毎

に異なることである。 B点では、関麗が吹くと

密度め軽い梅本が溜り、北嵐が吹くと重い梅水

が務き上がってくる。 A点でも伺識の額j司が見

られるが、湾輿のため南麗で観る軽い調水iまB

点よりも多いようである。む点も A，B点と叡

ているが、 A点に比べて約1自ぐらい運れてい

るようである。 D点では、荷崩ーでは下から重い

梅水が罰き上がり、北嵐で軽い海水が趨まり、

B点とまったく逆の額肉を示す。以上の羅題の

動きは、嵐に対して岸を左にみて麗が吹くと溺

昇が記こるという沿岸携昇そのものとなってい

る。また、車誌が変動しながらいつも吹いている

図4 風と流れの爵北成分どうしの相関

( B点、左:夏、右:冬〉
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のではっきりしにくいが、罷麗の上下動が各点

で遅れながら約28で 8→ A→ C→ Dと伝藩し

図 5 嵐の変動と各点の罷患の上下動(1989年ト10月〉
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6、まとめ

長島(1982)によれば、額斜する毒患の効果で、 i 凪

北麗で東京湾には時計廼りの種環流が形成され、

最深部の中題iこ麗と逆向きの流れの鍾大部が現

れるo D点は最深部の近くであり、よく対応し

ている。また、松出ほか(1990)の数誼実験によ

って、東京湾の奥部を反時計調りに法撞する内

部ケルピン設が確認されている。また宇野木

(1985)によって、東京湾の長軸方向の嵐に対し

神奈川県側と千葉県鶴で逆の語昇・沈降が記こ

ることがあきらかにされている。今回の観誤.lJは、

図らずもこれらの知見を確認するものとなった。

今後は、この研究の中で作った数植モデルを

改良し、また水路部が東京湾で行っている定常

観測と合わせ、業務的 iこ使える予報・解析シス

テムを携築して行きたい。
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男誌2幸男お琵接各とお花量藍・主琵え塞 0-:;'ブtこノj、とa::>t菊五車

関根義彦 (三重大学生物資源学部〉

1はじめに 76)は九州の控岸地形を簡単な形で表現し、平坦な掘底

日本南岸の黒潮読諮には接岸とほiま平行に流れる車進 を仮定して黒潮流絡の特性を講べた。九州の地形により

流路であり、もう一つは四国東で流路が大きく離岸して 蛇行が発生して定常ロスピー披が生じるため、流速が大

伊豆海嶺西を北上する大蛇行流路である。特に註目され きい場合には設長が大きく蛇行が見られなくなり、直進

るのは大蛇行流路は黒期iこ独特の現象であり、他の西岸 諸路が形成される。反対に流れが小さい場合には披長が

境界流では安定した大蛇行は観樹されないことである。 短く、蛇行がはっきり見られる形になり大蛇行流路とな

従来より、黒期の直進流路と大蛇行流路の力学的特性 るυ したがって、流速の小さい時に大蛇行諒路、読速の

に関して研究がある。この中で注自されてきたのが、議 大きい時に直進流路となる。同様な結果は、東西に走る

潮流路の選択と黒潮流速の大小との関連である O 従来の 北側の境界と平坦な海底を仮定した Chaoand IAcCreary 

地語流推算の結果では、黒期読量は大蛇行期の方が非大 (982)や Yasudaet al.(1985)などでも得られている。

蛇行期により小さい傾向が指摘されている(Taft，1972 

Nitani， 1972，1975; お主ineet a1.. 1991)。これに 2-2日本南岸の東西方向からの傾の髭響

対して Nishiza拙 etal. (978)は東シナ海では反対に 黒樹海域北側の日本の陸岸境界は東西方向に走ってお

大蛇行期間の方が流量は大きいことを指摘している。地 らず、やや東西方向より額いている。陸岸境界の方向は

衡読推算では無流面の板定がなされており、黒潮流路の ロスど一波の反射などに大きな影響を与えるため、結果

選択と流量・読速の大小の関連を明確にすることは不可 的iこ西岸境界読の形成にも彰響を与える。北側境界の方

能である。最近、黒潮流速の菌接測流が徐々に進められ 向を変えたモデルの結果を第1図に示す。北側の接岸境

つつあるが、まだ観測期間が短くかっ観測点が少ないた 界が東西に走っている場合(a)には蛇行が生じるのに対

め、この問題を調べることはできない。 し、東西からの傾が大きくなるに従い流れが岸に沿う額

理論的な黒潮流路研究の経過では、 1980年以前では流 向が強くなる。 Sekine(988)では2011以上北側境界が

量が相対的に少ない期間に大蛇行流路流量の多い期間に 東西方向から傾いている場合には、水平禍粘性保数を小

直進誠路となる傾舟が指摘された〈例えば，恥iteand さくして流速を大きくした場合にのみ蛇行が生じ、大蛇

盛cCreary.1976) 0 しかし、読体力学の非線形効果によ 行流路は非錦形性の強い流れであることが指摘された。

る多嘉平衛鮮の問題が黒海読路に適応され(Charneyand また、フロリダ海掠流域の北米東海岸の東西方向からの

Debore. 1979; Charney and Flierl. 1981; Hasud仏 198 噴きは450以上であり、大蛇行語i路が生じない可能性が

2) ，同じ流量・流速でも直進疏路と大蛇行諦路の両方が 示唆された Q

生じる可能性が示された。一方、 1985年以降の幾つかの

研究 (Yoonand Yasuda. 1987; Sekine. 1990; Akitolllo 2-3睦捌斜面の梅底地形効果

et al.， 1991)では、流速の大きい期間大蛇行疏路小さい 一般に海底地形の凹凸がある場合、流れは等深線に治

期間に直進読路をとることが指摘された。これらの結果 う傾向が強くなる。ニ層モデルで日本調岸の海底地形を

は宮hiteand温cCreary(1976)などの結果と正反対の特 簡単に模式化した数値モテソレと結果を第2関に示した。

性を示す。研究結果の差異は採用するモデルの特性の違 初期に直進説路に相当する誠れを与えた場合iこは30-

いによる可能性があり、本報告では黒潮誠路の選択と流 60 Svの流量では直進擁錯が安定で蛇行は形成されな

量・流速の大小への関連の問題について検討した。 t、。しかし、 70Svの流量を与えた場合iこはほぼ定常

的な蛇行となる。陸棚斜面の海底地彰は前節で述べた陸

2黒潮流路選択の流速・諦量櫨への依存性 岸地形の東西からの傾きと詞じく読れの岸に沿う額向を

強め、流れが蛇行を形成するためには大きい東向きの慣

2-1非線形効果 性力(流速)が必要となる o

従来のモデルの大半では境界で与える疏入11¥の水平・

鉛直分布の形を監i定するため、読量と代表減速は比例す 2-4非定常過謹

る関係となり、流量も非鵠J~効呆を示すパラメータ iこな 流賂が周期的に変化する解の一倒を第3留に示す。こ

る。惑星β効果については、盛標軸の取り方で睦岸境界 の結果は第2関と同じモデルを用い、初期条件として黒

の効果と重謹する議論となる。習hiteand KcCreary (19 潮大蛇行の基礎になる九州南東沖の小蛇行に近い形の流
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第・1圏北側境界の東西方向か告の鱒きのみを変えた西岸境界誌の数髄実験のモテソレと誠

錦関数で示した結果 (Sekine. 1由88)。読錦関数の関騒は5S v( 1 Svニ lOUmlsec-I) 

藍

とspin-downの発生は大冷水塊の講造jこ関連して大蛇行

流路の構減iこ大きな影響を与える o

ょ

結果を第4関にまとめた。 YasudaεtaL (1錦5)では平

している。読速増

加の場合、ある減速櫨を越える

路となる。

し、多重域が生じる o は北岸の頬として200

を与えて、大蛇行流路が流量のやや大きい側jこ顎れ、多

量解は誌量が.11閣の領域iこ発生することを指摘した。さ
り I::~ Aki tomo et al. (l錦りは北岸の額きを200とし、

-14-

踏を与えており、流入流量は純白である。 JJ¥tl占有が東進

して大蛇行が形成された後、大冷水塊がspin--叩とspin-

do叩を隷り返す。叩in-upの生じる時jこ

気圧循環が西進し、その東制にある蛇行を怒成する{語気

圧縄が発生する。この鉱気庄掲のspin-uplま流れが伊豆

じる掲の神長
による正の揖境による Q

みを取り去った間じ数鏑モデルではspIn-up!ま生じない

(Seki問、 1990)。実擦の謀期大冷水塊にも季節変化が

観測され、夏iこspin-upそれ以外に季節にspin-do制す

ることが示されている(Se主Ineet al.. 1985)" spin-up 
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第2密畠本?事j岸(}J海底地彩を簡単に諜式化した数髄5認識のモデルと結果(Se訟 1号室0).

(a)モデルの海鼠地j詳の等探鱗〈関鵠iま冊で、組以鵠の部分を斑点で示した〉、

〈む〉読錦繍数で訴した結;翠。 議鱗関数のj謂髄iま 30Sv. 習の摘入出モデjしにつ

いて、それぞお 5SlI，時針。

建舗j斜認を考惑して鴻むj司題を調べた。説入謡i主主がさ

い場合結錦影的立謹進流蕗が生じ、読速を増加させると 明審査に調べること拡不可能である。そこで理論的新究経

非錦躍的性顎が強い撞遊説路となり、さ告に擁速を大き i齢二重点を鐙i器、従来の明究のそデル特設と縛られた結

くすると大蛇行詩路のみが生じることが示されたの 課の差異を検討したO 以こえよ結果おまとめを行う。

(1)モデルの北1ll~の境界を東西とし、平趨な海域を与

3 まとめと議論 えたモデんで辻、共通して捕入流通の縮対的iこ少fよい碍

a 緒豊の大Ij¥への龍存牲は jこに大蛇行総路、読入読速の多い時jこ車進諸諸となる。

本来観樹結果から暫定をすべきであるが、経来の黒瀬の この場合読路の蛇行の波長持東南きのー毅流と西向きむ

phυ 
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第3間第2関と同じモデルで初期髄としてIj¥tl吉行流路を与えた場合の結果 (Sekine，1990) 

続入品i説t量は60Svで、封i線i調教の関舗は10針。

ロスピー披がバランスする定'窓口スピー披の披長となる。地形が平坦である場合には惑星s効果により流れは蛇行
〈塁〉北側境界の東西方向からお額きが200以上、或い する特性を示した。 問題はこの結果と流速・流量の大11、

は睦欄斜面の揖底地形効果を含むモデルでは、このこつ との関連である。従来の研究の大半では、地形性a効果
の効果が諮れの岸iこ沿う傾向を強める。流路が離岸して により直進諸路をとる場合に拡下屠の流れがあり流れの

大蛇訂読路が生じるためにiま、この岸iこ沿う領向に勝る 摩さが大きいため流量が多く、反対に流れが上層に集中

東向きの損性効果〈非線形効呆)が必要となる o よって、して大蛇行流路する場合には読量は少誌いことが推量さ

このモデルでは流入説速が相対的に大きい時に大蛇行誠 れている。しかし、誠路方担式の結果は単に誠れの特性

路、小さい時iこi長進流路が生じる。 を示したもので、減速や流量の大小との関連を示してい

〈盟)非線形効果による多重平鍋解や解の分較が存在す ない。この点を明確に理解すれば、被らの結果と(ll)の

る。二つの流路が共存する多重解の流速域についてはれモデルの結果は矛j香しない。しかし、観測による確認が

〉と(ll)の結果と共通するo すなわち、 (1)のモデル 必要であるo 今後直接iIt!l誠による流速・流量のデータの

では流速の相対的iこ小さい領域で多重解が生じるのに対 蓄積による判定が期持される。一方、理論的萌究iこも幾

し、 (ll)のモデルでiま多重解iま流速の大きい領域で生 つかの諜題があり、鉛誼方向の密度などをより詳細iこ考

じる。 醸したシミュレーション的なモデルによる研究も必要で

以上の議論をまとめると、特に(豆)の東西方向から ある。

の{噴きの効果により諦れは岸に拾う額向が高く、大蛇行

流蕗の形成には非線形効果による離岸作用が重要である 引用文献

ことが示i俊される。この場合には、流速の相対的に大き

い場合に大蛇行流路Jj、さい場合iご直進誠錯が生じる可能 Akitomo， Awaji and lmas品切れ宮9 1) J.P.O ・，~， 254事ー2560.

性がある。ここで一つ問題となるのが、 ( u )のモデル Ch晶oand McCreary (1宮82) J.P.O ，， ~.680-693. 

の結果と量obinsol¥andTaft (972)の掠路方麓式を丹H、 Charn邑yand Oel/or母 (1宮79)J.A.S..笠，1205-121品.

た結果との対応である。彼らは上層の密度一織な定常流 Charn邑yand Flierl (1981) EI/olution in Physical 

について読路方組式を板定し、黒潮流路の特性を調べた。 Oceanography，ed. by Warren and Wunsch尚ITPress. 

結果として、海底地Jt;効果のみが関与する場合には地 680-693. 

]t;性S効梁により地形の等深錦iこ沿う車遊説i路となり、 Masuda (1982) Oe叩句Se晶 Res ・，~， 471-484.
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二たま誌と i~等ま羊均くカッフ白ノレしアこクーロ一一ノくノレえ￡翠E麗1J

関根義彦(三重大学生物資源学部)

1 はじめに

日本来岸の海域では親潮を含むJ1E寒帯循環が冬からi晩

春にかけて異常に南下する現象が頻繁に発生し、多くの

函から桂白されている。北太平洋の広範掛jで低誕域が発

生し、とりわけ常磐沖は30Cを越える顕著な低温域が生

じる。この低溢水のため沿岸養殖や漁業に影響が生じ、

大きな社会問題となる。従来より数多く海I面面水温の変化

が大気大循環に及iぼます影響が調べられている(

e叫tal.. 1985; I汁tcheret a1.. 1988入一方、観湖及び

亜寒帯循環の異常な甫下を生じるアリューシアン低気圧

の南編した形成はPNAパターンといわれる ENSO現

第1閣の海面応力変化に対応する大気大循環の変動を

克るため、親潮・亜寒帯循環の異常葡下が発生した年の

大気500hPa高度面の平年短からの，偏差を第2図に示し

た。 500hPa面の偏差では北平洋の低高度領域に対応して

負の領域がみられ、さらに北米西側とシベリアに正の領

域がみられる。また、北米の葡東域には負的偏差域があ

る。この編差の分布はENSO現象とテレコネクション

を持つPNAパターンであり、この点より親潮・車寒替

錯環の異常南下はアリューシアンイ語気圧の南偏した形成

に伴うグローパルな現象であることが示唆される。

象とテレコネクションを持つ大気大循環のグローパルな 3低海面水謹が大気大循環に及iます影響

変化の代表例である(lallance and Gultzler. 1980: 

Schkla and Ifallace. 1983)。本報告ではこれらの研究 親潮を含む亜寒帯循環の広範囲に渡る海麗水撞の低温

結果を総合することにより、特に詑 NSO現象に起因す 化は大気大循環jこも大きな彰響を与える。一例として、

るPNAパターンと親潮・亜寒帯循環の異常時j下の発生 Pitcher et 81.(1988)による数髄実験で与えられた海面

に註自し、グローパルな大気海洋変動の相互作用を論じ 水温偏差とその結果を第3図に示す。披らはエル・ニー

るo ニョの完熟期と亜寒帯循環の南下期の海面水温変化が大

気大楯環に及iます影響を調べた。エル・ニーニョの完熟

2 斑寒帯循環の異常荷下の発生と大気大楯環の変動 期の梅面水盤偏差を与えた場合の200hPa面高度の平年

髄からの変化では、北緯400から500の北太平洋で低高度

Sekine 0988a)では親潮・亜寒帯楯環の異常な南下の 域があり、カナダ北西域iこ高高麗域がある。さらに米題

発生と北太平洋上の海面応力の変動との関連が調べられ 東部iこ低高度域があち PNAパターンの形成が認められ

た。第1図 (a)は異常甫下が生じた19錦、1974、1981年 る。エル・ニーニョの完熟期と亜寒替楯環の甫下期の海

の冬の嵐の平均海言語応力と1961-1984年間の平均梅雨応 面水嵩偏差を同時に与えたモデル (d)では(c)と同じ

力との比較である。異常南下年では強いシベリア高気圧変化がより強められて生じている。赤道域の水温偏差と

からの北西の季節風による南東向きの風の応力がみられ 中緯度のそれがカップルするとより効率よく PNAパタ

る。また、北太平洋中部以東では異常南下年の冬に北京 一ンが形成されることが示唆された。これらの結果は、

向きの風の首、力が大きい特徴があり、北太平洋全体で抵 Tokiokaet al. (985)の結果とも一致し、エル・ニ一

気1T:回転をする大きな蹴の応力がある。風の海面応力の ニョの完熟期!のj露両水甑舗差と中緯j吏の低温編差はとも

鉛積回転成分 (curlT; T Iま風の応力ベクトル)の比較 にPNAパターンを強化させる作用を持つことが理解さ

でも両者の間におおきな差異がある(第1国b)0 異常 れる〈関摂. 1992)。したがって、持j偏したアリューシ

南下年iこは北緯400以北で北の正の鉛車甑転成分域が顕 アン低気圧によって生じた親謁j・斑寒帯循環の異常南下

著であり、かつ南に広がっているの甫下年の curl iが による海面水温変化が正のフィードパックで再度南・髄し

零となる緯度は非南下年のそれに比較して北西太平洋の たアリューシアン低気圧を含むPNAパターンを強める

1500W以西のiまほ全域にわたり30-50軽度南下している。ことになる o 1亜寒帯楯環の異常南下iまENSO現象の欝

Sekine(1988b)は第1国bの南下年と非龍下年の海面 響が赤道域から北iこ伝播する大気と海洋がカップルした

応力で生じる海洋循環の差異が調べた。甫下年の応力を グローパルな変動の一過程であることが示唆される。

与えたモテ・ルの方が主主寒事舗環の領域が顕著に樹下して

おりその読量も多いこと、梅洋のj輯圧的応答iま極めて速 4まとめと議論

く20日韓度で準定常解が得られ第1囲bの海面応力よ

り親潮・亜寒帯循環の異常南下の発生がほ諸説明できる 冬のアリューシアン抵気圧の南偏し形成による海面応

ことが示された。

-18-
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第 3図 Pitcheret al.(1988)の数値実験に用いられた海面水溢偏差と結果. (a) 1966-1977年の冬季の海面

水温偏差. (b)エjいニーニョ慣熟期の海面水温偏差(等値線の問婦は0.50 C). (c)平年鑑の海面水温に(b)

の海面水温偏差を与えた場合の 200hPa高度面の変化. (d)平年値の海面水、温に(a)と(b)の偏差を与えた

場合の 200hPa高度面の変化.等f車線の間掃は 20mで負の変化域を破線で示した.

力の変化で親潮・亜寒帯循環の異常期下が生じること、 ンの関連などを総合した議論が必要となる o これらのー

および親潮・亜寒帯楯環の異常南下による梅雨水温の低 速のグローパルな大気と海洋の変化については、今後大

下が正のフィードパックとして南編したアリューシアン 気海洋結合モデルなどをフルiこ活用した研究が必要とな

低気正を含むPNAパターンを強めることを指摘した。 る。

また、 PNAパターンはエル・ニーニョの発生iこ前後す

る中央赤道域の海雨水温の発生とテレコネクションを持 参考文献

つことから、親潮とlU!寒部循環の異常南下は赤道海域の 稲掛伝三 (988)航水研ノート .10号， 17-26. 

変化が北に大気と海洋がカップルした変化が伝J請する Kutsuwad畠畠nd Tera脚 to (1宮87) Bull. O.詫.1.， Univ. 

過程である可能性を指摘した。 T自主yo，~， 1-100. 

最後にこれらの一連の研究過担の今後の諜題について Pitcher，引ackmon，Bates and S. Munoz (1988) J.A.S・2

述べる。親潮の異常南下の発生については黒潮続疏から ~， 173-188. 

切離した緩*jl品や津軽騒流の東への張りi討しなどの存在 Sekine (1988a) J.G.R.， ~， 2247-2255. 

により南下が押さえられた可能性が推測される o しかし、 Sekine(1988b) J.O.S.J.，笠， 60-67. 

亜寒帯循環の海水がストリーマーとして渦の周囲を寵下 関根義彦 0992)海の研究.1. 153: 165. 

する現象が観測されており〈例えば、稲掛I 1988など)、 関根義彦， '11 JIIl捧裕(1992)第7問オホーツク海と読氷

この現象が活発に行われれば親潮の南下が捉進される可 jこ関する国際シンポジウム講描要旨集. 30-33. 

能性もある。今後、この問題について暖水渦などを踏に Shukla and Wallace (1983) J.A.S.，笠. 1613-1邑30.

考増したモデルをJfJt、た定量的な議論が必要である Tokioka，Kitoh and Katayama (1宮86) J . M . S. J . .日，

PNAパターンが生じた年iこはオホーツク海の海水面 347-3品1.

積が平年値ーより小さく、オホーツク海周辺の撞地は暖冬 出 11aceand Gutzler(1981) M_W.R. ，盟~. 784-812. 

となる額i自jが指摘されている(関根とr11J11. 1992)。オホ 安成哲三 0990科学， 61. 697-704. 

ーツク海の海本面積の大小が大気大楯環に及iます彰響に

ついては未知な点が多い。一方、 PNAパターンと凶.iili

するENSO現象はアジアモンスーンの強弱や雪氷面積

の大小と関連することが安成(1992)の一連の研究から指

摘されている。北太平洋の海洋変動、オホーツクj起の海

氷面積変化や周辺の気象変化、さらにはアジアモンスー

-20-



191J会講読要旨集第63号 1993. 1 

1 3 7
0 

E におりる議の熱審質量韓送について
西山勝暢(気象観究所)

地域上で低韓度から高錬度ヘ輪送される熱貴は、中緯疫では海が大きく、 24
0

Nで海が

2.0x1015W 、大気ti'1. 7x1015Wと見横もられ、 1985年の太平洋を槙概する観翻からBryden

ら(1990)は、太平洋で海が北向きに輸送する熱量誌0.76:t0.3x1訪日Wであると計賞した。

この重は地簡誌のみではなく、表層付近のヱクマン輪送によるものも計葬されている。と

のように海は果たしてどれくらいの正確な輸送をしているか葬出するととも、 WOCE 

(世界海誇据環計画}での自的でもある。 気象研究所では平成2~4 年度の 3 年龍、

WOCEのーっとして科学技樹庁の科学技粥振興調整費により f歴史データによる熱・質

量輸送の解析研究j を行っている。歴史データとして、レピタス (1982) および1967年か

ら続けられている気象庁凌風丸による 137 0 E線の観測結果などを用い、太平洋の議況変

動の解析および熱輪送の解析をしている。その結果について報告する。

ここでの熱輪送量の計葬は地衡流からのみ求め、これに水温を乗じるが、乗じる水誕誌

ポテンシャル水識から太平洋の平均ポテンシャル水準である 3. 140Cを減じた。従って

ポテンシャル水嵩3.140C以下のところではマイナスの熱を輪送していることとなる。

関 1tこ1983年夏の5 0 N以北の 137 0 E蟻を横切る熟読量を示す e 黒舗を含む東向き

東向諸}の熱流量は3.05X1015Wで、その痘ぐ南の西向き(黒識反読)の熟読重は1.05X 

1015W 、その差 2.00X1015Wを黒潮の熱輸送量と定義する。これより南の西向きの総熟読

量は6.98X1015Wで、これを北蔀道j毎読による熱翰送量と定義し、巴また東向きの総熟読量

はし65X1015Wで、これを単に反読の熱輸送量と以後呼ぶことにする。東淘流と黒潮反読

の地横流量と熱流量との4000潤探までの掠子を表 1~こ示す。これらのどの鰭も無流面を探

くとるに縫い殆ど大きくなっている。流量は 1000m深で東向誠60.B5vと黒潮反読18.95に

その差すなわち黒識は41.95vである。そして熱流量は東向流3.05X1015Wと黒潮反読1.例

X 1015Wで黒潮拡2.01X 10I5Wである。一方4000m探で拭104.05vと46.85vでその差57.2

Svである。 そして熱流量は3.89X1015Wと1.73XI015Wでその差すなわち黒潮の熱輪送

量は 2.16X101SWである。この熱輪送量のみ誌深さが変わってもあまり変わらない。 と

れは太平津の平均ポテンシャル水湿3.140C iJ\ 、 1000~1300m 深にあるためであろう。

表 2tこ同じ 1983年夏の 1000mまでの海流別読量 (A) と熟読量(B) 、300mまでの熱誠

量 (C) を示す。 AとBの比拡申緯度で 20前後、抵緯度で 10で、低緯度での海流は2告の

効率で熱を運んでいることになる。また Cの Btこ対する比率は黒識を含む東向きの譲れと

北車道海諸誌約75%、各反読は60話少々で強涜帯を持つ流れは300m玖設のところで全部の

熱輪送の 4分の 3をまかなっていることになる。

図 2に1967年からの 137 0 E繰における黒潮および北赤道議読などの熱輪送量を示す。

黒潮の全データの平均は 1.67X lOlbW 、北赤道海流の冬の平・均が5.41X 1015W 、夏は6.71

X1015Wである。総じて夏の櫨誌冬より大きいようである。特に北赤道議読の熱輪送量 Lこ

1976年と 1977年を境に冬の髄にジャンプがみられる。表 3tこはその操子を示す。カッコ内

の数字詰データ数で 1号76年以前の夏全部と、冬の黒潮では少い。北赤道海流の熟輪送量は

1976年以前は冬に 5.ωX1015W 、1977年以後では冬に5.82XlO15W 、夏3こ札94X 1015W 

である。反読の熱輪送量誌、 1976以前冬はし14xI01bW、1977訴後拡冬に1.21XI015Wと

夏に 2.43X1015Wで、北赤道海流と同様に夏に大きいが、冬的ジャンプはみられない。

1977年以後の黒潮の年平均熱輪送量は、冬は1.72XI015W、夏が1.73XI015Wとほぼ同

ーょっ臼
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じである。しかし北泰道海流の年平均熱斡送量は冬が5.41XI015W、夏カ~6.71x1015W で

冬より1.30x101SW多い。 また反誌の同じ熱輸送量は冬が罷 2尾町村いた黒丸の平均で

1.17x 1015W、夏の図 2の黒丸の平均で2.11X l015W 。これは冬より O.悦 X1015W多い。

この1.30 X l015Wと、 O.94xl015Wの差0.36X 1015Wを黒潮の冬夏の差と考えると、 1977

年以後の冬は1976年以前の冬よりも黒潮の熱輸送量はO.35x1015W多いことになる。北赤

道海流の熱輪送量は1976以前と 1977年以後とで大きく変化している。夏にもジャンプがみ

られるようだが、反誌の変化の樺子からだと、反読の方の夏』こジャンプがありそうで、夏

の両者のジャンプ量は互いに等しいようである。冬の ~t 赤道議涜の熱輸送量のジャンプが

特に頭著のようで、との大きいジャンプ拭黒識の熱輪送量にもみられるようである。

1 識 の基準面別流量と熱流量

基撃面 流量 (x1 06 m3 8-1) 熱減量 (x1015W)

(m) 東向誠 議離反読 黒 期 東向誠 黒潮反読 黒 潮

1 000 62. 5 1 8. 5 44. 0 3. 0 5 1. 04 2. 0 1 

J 500 74. 4 29. 0 4 5. 4 3. 5 2 1. 5 9 1. 9 3 

200 0 9 O. 0 36. 6 53. 4 3. 7 5 1. 5 8 2. 1 7 

2 5 0 0 96. 2 42. 9 53. 3 3. 8 3 1. 6 9 2. 1 4 

3 000 1 0 1. 6 46. 3 55. 3 3. 8 0 1. 7 3 2. 0 7 

4000 104. 0 46. 8 5 7. 2 3. 8 9 1. 7 3 2. 1 6 

表 2 海流 >>Jj減量と熱流量

東向流 黒潮反流 反読 北赤道j毎読

A 60. 8 1 8. 9 27. 8 85. 8 

B 3. 0 5 1. 0 5 2. 6 5 6. 9丹

C 2. 2 9 O. 6 6 1. 6 2 5. 2 7 

C/B 75% 63% 6 1覧 7 6誕

A/B 2 0 1 8 1 0 1 2 

表 3 揮譲別熱輸送量 (x101SW)

時季 1976年以前 1977年以後

j毎読 ~ 夏 公. 重

一一一一

黒 潮 1.39 (3) 1.67 (2) 1. 7 2 1. 7 3 

北赤道j毎菰 5. 0 0 6.25 (5) 5. 8 2 6. 94 

反 読 1. 1 4 1.95 (5) 1. 2 1 2. 4 3 

つ''剖つゐ
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主襲聾寛容器塁塁手2 ーータによる詩毒手手三提J聾お琵霊童OJ幸錐玄室

Integration of説ultipleSat邑llit邑 Datafor Esti濁atingSea Surface Transport 

。香西克鐙{神戸商船大学)、土塵 清(帝京大学)

まouzaiKatsutoshi (Kob邑 Univ.of Mercantile滋arine)

Tsuchiyaまiyoshi(T記ikyouUniversity) 

Abstract: A sea surface transport母odelintegrating the non-divergent geostrophic surface transport 

磁odel習ith an input of sea surface te翻peratur邑 andthe噛indimpact滋odel曹ithan input of sea 

surface曹indspe己dshas be告ndevelop邑dto邑stir百atethe s告asurface transport. south of Japan under 

the influence of曹int告rmonsoon. The estimat邑dtransport by the model is verified by the transport 

from the surfac邑 tothe depth of 120羽etersobtain邑dfro恕 thedata of a shipboard acoustic doppl邑r

current profil告r(ADCP)and the g邑ostrophictransport obtained from the dyna器iccalculation along the 

obs芭fマationlin邑s.Results indicate that the sum of th記 g邑ostrophictransport obtained by th告

dynal冒iccalculation and the曹ind時driv邑ntransport邑stimatedby the 調。delalong the obs邑rvationlin告

accounts most of th告 observ邑dtransport from the ADCP data. 
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2. 現場データと流量バランス

研究船自蝿丸搭載ADCPは 3麗の異なる深さの涜向

読速を同時に測定可能である。 1991年 1月から 2月

の航海期間中 ADCPの計測深慶は 20，75.120メートル

にセットされたので表層から 120メートルまでの流量

が計第できる。 流重量バランスと ADCPの計概誤差を評

錨するため測線と沿岸境界に留まれた閉海域を対象

海域として採用した。 すなわち、 間海域を構成する

測轍を通して出入りする読量はバランスしているこ

とが期待される。Fig.2は各調11線に直交する流量成分

の分布を示したものである。 Table1はFig.2上の特

徴点に対応する各区間の積分流量を示している。 Fig. 1. Flo明chartof号stimatingthe sea surface transport. 

Table 1によると、 対象海域の流量バランスは同3.9ス

ベルドラップ(l06rn3/sec)であり、 これは流速 O.01 

怨Iseclこ相当する。 ADCPの涜速測定誤差は約O.lKnot

A
告
今
/
U
M
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ラップと克穣っているので、 表漕 120メートルのここ TAsL王 VolumeTransport in the Upper 120 meter Layer 
Across the 0むservalional Section Shown in Fig ・ 2，

での涜量は Taftの撞定鐘の 38，刊にあたる。一方、

OG-TO樹隷に沿った産開花とはでは対象海域からの黒 Seclion Transport 

識の涜出が見られる。 これら 2区間の読出量の合計 KO:ol.!---t  I0.5 

{査は 21スペルドラップとなり、 対象海域への流入量

ム φ= aヰム T+b，a= 1. 11 m2 s-2.Cー1.b寸 .38 泊2S -2 (2) 

ここでム φは 2点摺のジオポテンシャルアノマリー

蓋、 れまコリオリのパラメータそしてムTは距離L離

れた 2点閣の温度差である。上記の関誌は海面水温

場と地衡流速場との関係ばかりでなく、 表層接合層

が発達している状況のもとでは海面水温場と表層流

撃との関係も示唆している。 Fig.3.Fig.4はADCPの 3

層における読速分布と 0ル初謝線に沿った 4麗の水詣

分布を示している。 OM(XOl)点から XIOまで表層 120メ

ートルは充分に浪合され、 対応する 20メートルと

120メートル関の涜連蓋は 0.02-0.09 羽/secである。

黒潮読軸にお吋る流速差は最大 0.2m/seclこ達するも

のの、 ジオポテンシャルアノマリー差ム φのrms誤差

0.96m2s-2に担当する涜速は 0.24m/secであり、 この

流速差よりも大きい。 こうして表層地衡涜速は表層
一次流量推定{痩札.M yを次式に代入することにより流

が充分混合されているという条件のもとで鉛蜜平均

れ関数を導いた。但し境界条件として沿岸境界を通
読速を代表していると見なすことができる。表層流

しての流れは無いものと仮定している。
82ψ 82ψ 8M芯 θMy一
一一一十一一一一一一一一一一一一Cur1M (7) 

(3) 8X2 ' 8y2 δY 8X 
こごで Curl誠は流量ベクトル視の鴻度を示す。 最後に

My= p何事D. D=120 m (4) 非発激減衡流量は次式で与えられる。

ここで Fは平均密度、 1マはそれぞれ鉛護平均流速の 3一乏生 G士一立生
川 8YδX

東西、 南北成分を示す。 120メートルは ADCPの最大計ここで Mx，Mν は 2次流量推定鐘としての非発散地衡読

19.2スペルドラップとほぼ釣り合う。

3. 涜量モデル

3. 也衡読量モデル

香西と土産 3)はジオポテンシャルアノマリー勾配

と海面水温勾置との関慌を単一対OAA AVIIRR画像に適

用することにより黒潮表層涜速を撞定できる可能性

を示した。 それによると 10年需の観測データにも

とずく冬季( 1 月 ~3 月)西国沖の表麗地衡涜速は

次のように表される。

u = sφ/fH i
 
''a 
{
 

重成分 Mx，Mνは改のように表すことができる。

Mx = p事吉本D， D=120 鼠

Suosection Transport 

A -s -0，3 
B 噌 c t 19，2 
C -D -8，4 

D -E -5，4 
E -F t 4.2 
F -G -3，3 

G -11 を1.2
11 -1 -3，65 
I “ J t 5，1 
J 伊 K -8，7 
拡ー1. + 7. 35 
L -割 -) 2. 3 

OM-OG -4.5 

OG-TO 情 9.9

(uni t; Sverdrup) 

M
円
2
&
 

32N 

30N 

刷物同月九

← 100 rrIs1 "均九九

Fig. 2. Distrioution of horizontal transport normal 

to U'I， observalioll lines in the UPllel' 120 metel' layor. 

(8) 

測深度である。 式 (3)， (4)を用いることにより得られ量を示す。式(7)はポアソン方程式と呼ばれ、 差分法

る一次流量推定礎は ADCPより得られる涜量との差が のSOR(Succ邑ssive Over-Relaxation)法により数値的

大きいため、 我々は渦度と流れ関数を導入すること に解いた。

によりモデルの精度と信頼性の向上を試みた。非発

散水平涜れの板定のもとで、 連続の式と涜れ関数は

次のように定義される。

8Mx ， 8My 
- ー一一H

8X .θY 

Mx= ，~ψ14 _ 8ψ 一一一一一 山一
x- sY ， 山 sX

3. 2 嵐インパクトモデル

以下に示すモデルの基本式は海洋表麗におけるコ

(5 ) リオ 1)、 横性、 嵐応力及び制動係散を考慮した力の

(6 ) バランスを表している。
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du τ? 
一一一一f本v=-ームニ一一一D*u.
dt ρ脚本Z。

(9 ) 

呉 川5つ長--D*v (10) 

ここで U，Vは東西、 南北の漂さ平均の流速成分を、

τX，τνiま鼠応力成分をそれぞれ表している。 れまコ

リオリのパラメータであり、 創立制動操教である。 ま

た、 ρ械は海水の欝産、 Z0は嵐の影響の及ぶ諜さであ

る。式 (9)， (1引を時間で積分すると以下のように表

すことができる。
t1 ta. 

(U2-Utl -h fvdt = Ix/ρw*Zo -D* ~:üdt (11) 

(五ーもい H守dt 山 w*Za-D*むdt (12) 

ここで t1， t2は積分の始めと終わりの時間を、 Ix， I y 

は以下で定義される風インパクトを示す。積分の台

形公式を利用して数値的に解くと以下のようになる。

U2 (Ix/ρ"は11 t C2キIv/ρw*Zot Ca傘立1 + C4ネVI)/Cl(13) 

V2窓口y/ρωキZa 叩 C2キIx/ρω 宰Z0t Ca*すI-C4*苔tl/CI (14) 

ω.8 

可

.a

λII::>OlヨAlNヨ習IHl::>

φ.a 
∞.s 

ω 可t

ここで

CI = 1 + (0*ムT)/2+ (f本企T)2/(2(2+D本LlT) ) 

C2= (f凶 T)/(2+D*LlT) M φ 
山 0・、、、 守司

C3 = 1 -(D* Ll T) /2 -(f宇LlT)2/(2(2+加LlT))主

C4 = (f本LlT)/2+ (f事LlT)/(2+DキLlT) ー (f宇D事(LlT)2)/(2(2+DキLlT)) 

Ll T=t2司 II

1 x τxdt 

h ~ 1: ydt 
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4. 結果と考察

モデルから推定された流聾は Fig.1に示すO怯初期

線に沿って得られた ADCPデータからの流量により検

証された。 Fig.5は韓度 0.5度毎の0鵠-KO郷!練に車交す
る読畳成分の分布を示す。力学計算により得られた

地衡流量も， DYNA'として同じ瀦綿上に示している。

これら 2種類の流量撞を比較すると 30.5-31度， 32.5

-33度を除き ADCPから得られる涜畢は力学計算より得

られる流量より大きいことがわかる。 もしもこれら

2謹類の黒潮流軸から離れた流量植の差が、風イン

パクトにより駆動される流量によって説明できるな

らば、 重ね合わせの原理、 すなわち実測流量が地衡

流量と吹送流量との和であるという甑定のもとで風

インパクトモデルの穏頼性と予鞠可能性が縫認され

ることになる。 Fig.5は地衡流襲と吹送涜量との和が

ADCPより得られる流量の大部分を説明できることを

示している。 すなわち重ね合わせの頭理が読量推定

に有効であることを示唆している。 しかしながらこ

の様定は非線形効果が支藍的な海域では有効でない。

従ってこの仮定の適用にあたっては控意すべきであ

ると開碍に、 異なる海域でのモデルの検証を今後も

つつ'ける必要がある。
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ォーオミ一、y クす毎co-j設三丘 coえ大主兄 Lこて〉し、て

上平悦朗(気象庁海洋気象部)

1 .はじめiこ

日本における組織的な海氷観測は、 1892年

から網走、根室等の測候所(当時の北海道庁

所属)で開始され、すでに100年以上に及ぶ。

1935年から冷害対策として、中央気象台によ

って航空機による観測が開始され、第2次大

戦後の休止があったものの、 1957年から再開

され、現在は寒{長期に自鮪隊や海上保安庁に

よって定期的に航空機の観測が行われている。

1960年代になると、北海道大学の流氷レーダ

ーが設置〈紋別・枝幸・網走)され観測が開

始された Q

海氷観測に飛識的な発展をもたらしたのは、

人工衛星による観測である。 1966年からESSA、

NOAA、また1977年から気象衛星「ひまわりJが

有効に利用されるようになった。

気象庁では、各機関から縛た観測資料も含

め総合的に解析し、海氷の予報・情報の発表

を行っている。 1990年12月からはオホーツク

海南部について数鑓海氷予報を開始し、 1週

間先までの海氷予想図の提供を行っている。

こごでは、沿岸海氷観測開始からの資料、

また1971年以持のオホーツク海海氷データを

使用し解析を行った。

ARIOD<DAγS) 

2.北海道沿岸の涜氷
国 1に網走における101年間の流氷期間(流

氷初日~終日までの関〉と2月の平均気温の変

北を示した。これによると流氷期間は、観測

開始から1950年頃までは年々の変動が大きく、

約10年-20年周期の長期の変化がみられる。 5

9年代-80年代後半までは変化は小さい。しか

し近年の1989年以蜂は流氷期間の短い年が続

いているのが顕著である。

気温と流氷との関係では、多くの報告があ

る。囲下段の気温でもこれまで述べられてい

るように、 1950年頃までは寒嘆の変化が比較

的大きく、約10年周期も現れているようであ

る。近年の高温は著しい。流氷期間との対比

では、特に寒冬や暖冬になった年と期間の長

短について概ね良好な対応を示している。最

近30年間の両者の相関は r=-0.351であった。

なお、海氷現象初終日などの極値の更新は、

特に1985年以降から媛冬に伴った更新が話立

っている。

3萄オホーツク海の海氷菌璃

図2~こ 1971-92年のオホーツク海の最大海
氷面積の経年変北を示した。平均は121X10

4

kmzである。この中で1984年、 1991年はかな
り麗積が小さかった。いずれも図 3の1991年

lO0 

50 

-10 

95 

1892 1900 10 30 50 7臼 90

図1.網走における流氷期間と 2月の気溢

(平滑線は5か年移動平均)
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気象合

1月の地上気圧舗差図に示すように、アリユ

ーシャン抵気圧が南に嬬って通過するととが

多く、オホーツク海では東風が鑓勢で、海氷

域の広がりを抑えた。加えて気温の高かった

ごとが原理した。

面積の大きい1978年、 1988年は図4に示す

ようにアリユーシャン抵気圧が北に漏り、オ

ホーツク海では西嵐が擾勢となり、拡大を促

進したことが一閣となった。

密2の北海道周辺の500N以南の海氷面積

〈グラフ下部斜絡部)の経過で誌、全域の面

積と同様に1989年以降4年続きの小さい面積

となっているが、特に1991年はこれまでの最

小となっている。
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4.おわりに
近年は、海氷予報.;1吉報が従来の船舶の航

行安全と漁業の安全操業への利用に限らず、

海氷が観光資源として期待されており、この

方面への利用が増加しつつある。 3年自を迎

えた数鑓海氷予報は、利用者から大きな期待

が寄せられている。

環境問題では、海士l<が誼濃化現

識を検出するための護れたセンサーとも言わ

れている之とから、全球を含めた潟氷の監視

がますます重要となっている。

d ， 
r 

関2. オホーツク
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1 988年 1月の地上気圧矯差 (hPa)図4.
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山越え気流の数値シミュレーション

陵部良司 (神戸海洋気象台)

1 誌じめに

六甲おろしなどのおろし風は，涜れの中に山などの捧害物がある場合，障害物の県下舗で気層

の厚みが減小して風速が風上側の数諸に達する現象として説明されている(ハイドローリックジャ

ンア).発生の条件も，大気の安定度と出の高さからある翠度の目安が云われている.しかし，お

ろしの発生議議など研究の余地があるようである.

非線形の現象として扱われており，数檀シミュレーションによる研究も行われている.→方，山

の風下に発生する波状雲などを説明するのに，基本場へ加わる擾乱の援騒が撤小であるとした議

形理論がよく用いられる.そして，おろし風の発生条件が線形論による山岳波の発生条件に対蕗

すると考えられる.

今回は.取扱っかいや検証が簡単な銭形論による数値モデルを作成して，それが六甲おろしの

発生条件の目安となるような現象をシミュレートできるか調べる.

2 数値モデル

モデルは三河(198む)のモデルを再現したもので，

1. 2次元(X，Z平面)
2.線形，定常
3.非粘性

4. B oussinesq近似

5.地球自転の影響を無捜，乾媒断熱

の条件で解いた.

Boussinesq近叡の運動方袈式を銭形化し，x方向にフーリエ展開した最終的な式はScore方翠

式として知られ，

12 = N2jU2 - UzzjU N:Br包ntVaisar誌の振動数として

~W(k) 
ーマォー十 (12- k2). W(k) = 0 
αz'" 

視し，W(k)は波数がkの鉛誼方向の鼠速成分.

であり，形式的にシュレディンガーの波動方寵式と同じである.

この式を z方向に差分化して数植的に解いた.

鉛直的にi番目のW(めを Wi(k)として，解がy

、Eノ
噌
8
ふ

J
Z
S
1
 

Wi(k) = αi. Wi+1(k) + si (2) 

とおけるとする.ここでαi，si 誌採数である.

一方Score方程式を差分形にして，

ハ
υつυ



例会講演要旨集第63号 1993. 1 

Ai. WL1(k) + Bi. Wi(k) + G-i. Wi十1(め=Di (3) 

とすると， (2)，(3)式から αね， β討が分かったときの"siもわかる.境界条件が微分形で書ける

と，それを差分化した式から直ちにα1，slが分かるので，結局全てののがが分かる.

そしてもう一方の境界条件から，W判的が分かれば(2)式を使って全てのW'i(k)が分かる.

地表面の境界条件:地表面では気流が常に地面に沿って涜れる.

dぐ(k)
W(司)=ーァ •U(O) 

αz 

ただし((k)辻山のプロファイルをフーリエ展開したもの.

大気上端の境界条件:大気上端では

i) lT-k > 0の時:

dW(k) . r;-;;-つ
ーっ~ = i. ¥/lT.4 - k'1 . VV(k) 
αz 

{放射条件，波のエネルギーの涜れ誌下から上に向かうものだけで上から下へ

向かうものはない〉

ii) lT-kくむの時:

dW(長〉に') T 2 
ーっ一一=-¥/k2 -lT~' W(k) 
αz 

(z→∞ で Wが有親)

計算領域:水平方向は 500kmの領域を 1024の格子に分割し、 511項の波数成分の計算を行っ

た。領域の中心に高さ lk踏のベル務の出をおき、擾乱源とした。鉛産方向は 0.5主題毎に 40膚

20k却までである。

3 数種計算

簡単な場合について三河の結果と比較し，誌とんどの場合で三河の結果に一致した.

モデルは譲形であるので、解析的に解くことができる。解Wはzの関数として表されて、

W(z) = A叫(必コ"2.z) + B叫(-v'k亡 12.z) 
である。境界条件から、 12_ k2く0の波に対しては

W(z) = ikU・叫(-vk2コ五 z)
12 -k2 > 0の波に対しては

W(z) = ikU. exp (i.Ji2コ"2.z) 
であり、鉛寵的に12が一議な場合、波長の長い波は鉛産的Lこ控輔が変わらず議衰し、波長の短い

波は位輔が見上関に額き減衰しないて世、ともに上方へ伝播し、嵐下関に山岳波が残ることiまない。
しかし、下麗で 12 一品2> む、上層で r~-k2くむのような2層大気の場合下題の波が上方へ缶
わらず、境界で反射されて下層にトラップされ風下関に詰播する。

発表ではこのような場合のモデルの竣証結果を示すと共に，六甲おろしの発生した自の条件に

よるシミュレーションの結果を提示したい.

参考文献

三河哲也(1鎚0):気象大学技卒業研究論文集.
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ドップラーソーダ¥による楓構造の椛

井.$-和会 (高知大学大学院建学冴究計)

( 1 ) はじめに

超老成乳速言すそっ lマイロ‘ゾト八、、 lレーン等五 J苦い氏、海氏の進入!"C伴う速皮場ヤ乱武構造の訴突 i手長
ん t，-行持つれてりる W 、ピサ 70ラーソーダを埼 ¥)t~ 廷の議な訴究はま庁事有，]ボ少なく、ド、、y 70 ラーソ
ーすいの侍頬J性主披露する kりう観怠古¥らも意義あるものヒ恵、われる。

そミで¥ T 9 ? 2等2耳之7目、高知大学大気境浮母親景，]前(A B 0 )において仁、ソアラーソー
デ。で動員Ijされた海民進入吟における大f主主主男子番下部の観利結果を紹介手る。

(2 ) デ-]1之フいて

鋭利デ -!j l<{、海民進入説教にう:t13 Lて大をくヰつめ角関曹に公けられる(国 1)。す屯わち、

① 9 0 0 〆¥J 9 ~ 4 0 
@ ヲ .t;.o /¥ノ I 0 5" 0 

① I 0 :;0 /之 。。
@ /之 00 I 3 0 0 

(海乱前線通i豆荊)

( ~毎札前繰通過バ員， ，堪成士重J入前〉
(斗風見入2主役〕
(キ嵐品入後〉

十字THf;:T TI~lE 三 主ノ ~I
手 J~ít時間 10分 I E~I[I TIぽ

二寸 第Zl2l1言、①から④の-%-時踊1p1>:まf
1: 100'1Tし十否有効デ・ーヲ教を表 L たものである。

副司♂『ー 一一一一-，-ーーー一ーー』ー-，-市ーーーーっ+申~.--.てーー手車併や金

¥，.'T ~ ----------~ぷ----
141ーや占ゆ占炉伊町一 ---一ーーー::

El rポミゆで①~:←τイ

凶 10 0 (m) の風向国

時tll1 ittさ 40 60  80 100 120 1 <10 

日一 ト一一一

ト大① 84 84  84 87 6 1 

② 6 1 60 68 68  43 2 :i 

@ 53 53 74 79 6 1 36 

④ 38 39  73 84 75 58  

図2 有効データ数(%)
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( 3) 結呆

担3か今回6tj 、それぞれ①か宇④の時間帯ずの鉛轟00.珪の等値縁を描11マ¥1る。波線 i司、錯i亘
風瓦ヂマイナスの{i.lヒ3繍城主表れ l l ¥1 ~ q また、そめ部分 i遺書、くさ主られて¥}否。
国3t国4-t比較す否ヒ、海乱軍i殺の通越後 1-;:上昇九宮古、今く昆られ 3ょう iてfj.る o また、四千の
書Jf.主的/之 D ( 私〕のヒとう i之、子主\\晶、基 γ7 ーが苦争放!J/Lて~ I る。岳写て\~、 iニ馬表が長んにな
って¥，/~。さらに留るでは、上事免k 下持品ポ喪主!二堤れ香しろむ昆令状、長ん 1-;:. 朽われてりる。よ二果;え
の起こる j司期i昔、部よ 1)3 ?主がら 5ろを程度である。

<i 

'VJ 1E+eゆ
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国71説、関4の時間帯(@)における風速金位

甚/i"R持のろを散スハPクト lレをえ;.1.ごとで‘、v印ピ
示す j司法教ta、約 O. 00'7乙(H E )である。
よって j罰規i芸、 1/0・oOLf= 2ダoJl.'7z"、1:3s
6ず詐偽 l ~J:..署 iえの j笥耕ヒよく一致する。
そとで、①，②，④の時間事 1'-対応すヨ船員

甑速の分散ス人。フト Jしl!T鵠を、図苦(心"v(c) t，-ホ

す。国g(0..)ずi在、調三車教のピーワヵ"大きく 2つ
存診するが、 l到3在建吉ヒ商 6d'l場令ぶづち J司
織の長、，方〈イ色)現ぅ車).'1ヘラフトして ¥1 吾。 il1
3 ヒ国い‘ I~ 、后l じ韓(~上署 i九モ持つ構造ずは
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大気境界嬬下脅誌の

苦し主斑李韓道草 OJ葺汗ヲ宅

臨 JII靖撞(高知大学大学競 理学研究科〉

之るよ島ごタf、ノτア:;7。、y?ご

[ 1 ] はじめに

接地気題での乱諸説計量の掻舞いは、 定常で一様であるという条件がある韓撞溝たされ

ればモニン・モプコフの相似員IJでよく説明できる。 それによれば乱諸説計量は大気安定度

Z/L ( L:モニン・オプコフの愛さ、 式(1 ) )の関数で表される。

ぬ;摩擦速度 ごく-ltvJ>九
( wT');熱ブラックス
T 平均気温

K.カルマン定数

3 ;重力加速度
ところで譲地気麗より上の気麓{約 20 0 m、 境界溜下部〉は、 接地気麗にくらべて比

較的良費のデータが揚がたい気踊である。 リモートセンシング装置の一つであるドップラ

ーソーダを龍いその気麗での乱涜統計量の振舞いの研究が行われるようになってきている。

大気境界潤下部は識地気麗と議会調との中間の性舗を持っと考えられるが、 そこでの気層

の乱涜統計量が相似別によって説明できるか否かを、 ソーダを龍って研究を行なった。

lsS 
~3( uJ ¥') 

L二一 ( 1 ) 

[ 2 ] 観謝

観捕は高知県南国市日傘にある高知大学理学部大気境界腫観灘所(A B 0 )において 1

992年 4月 13日から間年?丹 22自の簡のうち 15臼持ない、 その中から脊鮪な 42 

ランを樽た。

龍われた測定器はタワーの高度 21mに取り村けた熱電対温度計、 題音譲風速誼震計{

S A T )およびタワーの北欄約 5mの地上に設置したドップラーソーダ(KAIJO.A量-410) 

である@

10 r く守Y\~)
、II ， . '" ，-'， -". 1'" J. ~_.\'..r，. ιリ h.~ . ，.凶作，¥， ν.'¥t\l~'\ .r "， ，¥.'...， //) Jl州、川、引清白山，~-.A ，
x [' '~\'VV ，-'1¥l¥IV'Y目、.¥4' V"J、 y.¥¥IV 1'.' ¥1 ・ 1 ‘""
-IOL 

10r(mノミj

ご同汚ゐ恥J恥レ川川州州\.J'前'~J\tハん\UいFドJJ
~frA~:，川う行叩叩川!:おお;ふふ"レ州叶札切川μ4札ん1仁LゾかいAザ，/，'-I'-\-"~叫川、け刊i爪ドトん川川川_.}..，ぺ.}..，ハ~ιヘ川\/，.，1孔刊炉川い ず川Pρ戸川小札いい巾~1h.h h J 

12: 00 : 10 

( LST) 
:50 :40 :30 ;20 

-2. 

11: 10 

ドップラーソーダの観測要素 風速の水平成分{海北鴻、東西Vy)と鉛謹成分 (W)
1 992 年 7~22B 11: 10-12: 15 
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( 3 ] 観諜襲棄と温麗フラックスの推定

ABOでは SA Tを穫って高麗 21mの嵐連 3成分と気謹変動、 そしてソーダを穫って

高麗 20mから 2 0 0 m までの嵐速 3成分(Vx:嵐速の東西成分、 Vy:患急速の南北成分、 智:

民連の錯重成分}が輯調{盟 1に記録闘を示す〉できる@ しかしソーダでは 21mより上

空め謹農場ほ調定できない。 つまり 21mより上空では熱フラックス tlfT/がわからない
ために、 モニン・オブコフの畏さは評語できない。 そこで 21mの SATデータから薄ら

れた熱ブラックスを墓にして上空の熱フラックスを推定した。(式(2 ) ) 推定式はミ

ネソタ実験の結果(1973)から求めた@

高麗z (m)における熱ブラックスの推定撞

(ザアキ二(すヂ)21的exp[1ーに/2¥)/1 L4-] ( 2 ) 

(wγ)包11lI...;21 mでの熱フラックス(陶/5)

[ 4 J 解析結果

相鍛弼によれば主主り状態が不安定な時 (Z/L<的、 思速の轍噂舗蓋( Uw， G'v.-， V1l')を窓
撮連産(1んユ←ltul)注〉で無次元記したものは安建度の 3分の 1乗に匙倒する。(式{
3 ) ) 

Uゅ¥)1)' ¥yw ~;' ( z ¥13 
iん出弘、~\し/

( :3 ) 

盟 2はドップラソーダと間一時間に輯潤した 21mタワーの SA Tデータから得られた

もの定カ昔、 これから 21m以下の掠れの場の観禰時の定常ー一様の条件が満たされている

ことが分かる。

初快f

/グド
'‘守、、つ:::0 B ~:'-'-' ':; 

101 {OO 

図2 S AT7'-タ (21m)による学と-fとの関係

-37-
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地表面付近では平埼嵐方向の運動量フラックスと比較して機方向の運動量フラックス抵

無視できる大きさとして扱われるが鴻定高度が上がると横方向の運動量フラックスが無捜

できない大きさを持って〈る(函 3)ので摩擦速度の計算には式(4 )を使った。

以ニ(J←111JJ')十ト而)2)'12 ス

)

ク

4
ツ

ス

(

ラ

ク
フ

ツ

量

ラ

動

フ
運

量

の

動

向

運

方

の
麗

向

均

方

平

横一一w
一，M
一U
寸

V

ソーダデータから樽られた鉛査風の穣準舗

差 i玄関 4に示されるようにまとまりが良〈、

相似期で説明できる。一方水平11.の穣t1'舗差

については〈図 5、 6を参照〉鉛直愚に詑ベ

て低周浪の嵐の態響を受げているためかまと

まりは良〈ないが大体椙鍛期で説明できる. 一
図 7は乱れの全エネルギーを u!で割って 間

無次元化したもの(式(5 ) )と安定度との

関係を示すがぱらつきはあるものの不安定に

なるほど増加の領向を示している. しかし嵐

速の水平 2 成分と鉛直成分の報~舗差につい

て暗々に見ると相似剤で説明できるようなの

で精度の菌でソーダデータを酸遣することに

よって良い結果が期持できる。

A 司 _Lct1令子十号)
'tt -2 t.t;. ( 5 ) 

(m-) 

.;:> . 
140 0:) @ 

() @ 

100 o 
ー

O ・。:ぱ1JY
60 0・

.: 'lIuf 

-2 (~ぷ)

運動量フラヲクス

図3 高度別、運動量フラックス2成分
1992年6fJ248 12: 40-13: 30 
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理室是認1)"'"地面った野寺千突とのき註封盆理畏岳台な煮もず能主義主玉もにつし刊で

く議召プト〉

はじめに

気鵠変動に麗ずる致時間パネル(IPc坊の欝ー持
薬部会によるIPCCへの報告番〈欝7輩}に誌 9 ロシア
のBudykoaηd Izr畠el(1987)が持来の盤綾枯した気鶴

と額鎮め気穣として.3つの盤礎舗の吉気撲を推定し

ました。その襲安関 tロシアのBorzenkov語呂ndZU. 

ba主ov(1990，1992)が錦述の解析を全壊について行っ

ていますのでその鰻重要を紹升します。

ヱ@ 罪事

入期活動響の人為的繋留によち 2千年までに "C.

2025年まで iこ 2.........3"C.笠紀中墳までに3~4"Cの全

理気霊童の上昇が見込ま札る。これちの気畿に類鎖し

た吉荒畿として 3つの壌かかった靖代:完新世最適

期 (6~5千年前:地費時代最畿の紀)最終関氷鰯

(12万5千年害者).欝菊ii翌:(430-330万年齢:新ill:代

欝3紀綾学)を事樹解析したa

過去の気鶴鑑兄{気議員と鱒水量〕には参生物共間

体{主海洋ではプランクトンの分布 9 大韓にお

いては描鞠の分布〉と気畿とのfRlにある翻鵠を数量

的に針罪した@

過去の地勢とある地域記特有な気競の鏡元に関し

て拡，器石学@吉地理学@吉鑓物学@土輔学・地質

学その植のヂータの措舗をよ長範癌に鵜告した。この

解軒U:，現在考えられている吉鼠撲の地勢@気接手撃

の移動を充分な輔農で護元していると思われる。

以下に 3つの蓄量瞬期に対する経験的データより地

域的な古気鏡を再現した。これら拭渉蒋飛の費鱗状

態の一つのシナリヌ?として有効と考える。

2 気鰻譲元

2四霜新韓議議題{約6-5千年髄}

第 1関 (a)(b) に訴した夏季刊~8J:1)と冬季社~2月

)の気議室の全球的な譲元で試 9 北半球の熱帯域品外の

謹元について試 9 ロシア科学アカデミ一地理大学の

教捜と理室長水文大学め解析繍主義による昏

この譲元アフリカの熱事域とアジア口和

国 [3] .議アメリカ [4，5] .オーストラリア識に

ついて試参拡舗の解軒ヂータ iこ新たなデータを舗廷

した。

、この時期の吉地理学ヂータ試j去鵜閣に鶏っている。

し9 完霧i世最適期の全域的な気誕の護元iこ欝し

て.i懇搾データが関定されている不審奪実盤がある勿

第i関(a)(討の解析留によると，産業革命i藍畿の{i直
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議 J1:.i蓋{大額管室E気象台}

と比較して金髄的な気盤上昇が晃られた。特に時半

壊の喜警鐘護で顕著で歩夏季に 4"C.冬季?こ4~5"Cの気

盤上昇であった@中韓壌では1-20C上昇し 9 その地
域の講では髄かながら負輔謹となった。

夏季の気議室鵠下はサヘル北部@アラピア半島窃イ

ンド北西部@中央アジア@アメリカ清書評・オースト

ラリア中央部@ナミぜア秒襲。カラハリ秒漢で額幸子

であった。

19 世紀から 20世紀鉛めの平均気識と 6~5乎年前の

気器との謹を 9 締農期平均と調学理平均した解析を

欝2図に訴す。全壊の年平均気議は現在よりも約1"C

高かった。しかし，この時期の気鵠は現にCO2濃度の
上昇の露警警もあり 9 全球の平均気護主拡産業革命産後

よちも約O.2"C高かったと見輔ちれる。このことから 9
6~5千年鮪の全域平均気重量は盛襲撃命謹綾よりも約

1 .2"C高かったようである@

第 1関@

91笠紀中華まの櫨との鱒謹でみた完新型;最適期 (6

~5千年前}の吉荒接接元圏。 (a) は 1 月 ~2 月

の地上気謹で (b)Iま7月~呂月の地上気溢を示す@
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("C) 
和醐冬季

←夏季 CC) 

z 化 2 
g 5 

-2 
80S 

欝2閣@完新i生気楼最適期と現在( 91輔君から20世紀初め}との気盟議を，冬季 (1月--2月)
と夏季 (7 月 ~8見)で繍度別平均した額。ここで，む N掠 20~30N帯の1i重であり北半報の冬
季平均はO.9"C，夏季平均はむ.8dC.講半壊の冬季平均は1.O"C，夏季平均は1.3"Cである。

完新世気鰻最適期における年鱒水量の解析{欝3関}

では，蓄基調状態の故曹は多くの大韓で見られた。高

アブリカの頚熱帯域・赤道域@

インド南調書事・オーストラリア。南アメリカでは年

間200......300糊的増加であった。年間50棚までの間水
量の抵下拡，商gーロッパ@帯ヨーロッパ・地中海

地域@東ヨーロッパF著書習に見ちれた。

年間150m羽拡上の大きな低下はアメリカ中央部に見
られた。甫半壊のチ担南部・アフリカ調書事@オース

トラリア調書告でも韓水量拭減少した。

温調状態の改善試，サハラ砂諜@インド南西部@

ヒマラヤタール地方@ナミピア砂諜の北部・カラハ

リ砂摸@オーストラリアの中央部と北東部でも晃ら

れた。

アフリカ秒農地域からの経験的ヂータ[1，ねによ

ると，完新i監中期のサハラ地域で拡150......300mm現上

の年時水量を搾ったサバンナと問機な，あるい註半

砂諜の地勢が盤勢であった。また，現窪と比較した

ときの謹鞠状舗の改善は，ナミピア砂濃の北部・カ

ラハリ砂諜に晃られた。

このような変化は気圧場や大気の搾摺中心と関識

し，その控霊童{婚環)はアフリカ・アジア・構アメ

リカ@オーストラリアの亜熱帯地域における熱帯内

対諌と謹潤状態の季節的 e多年変動帯}こ表われてく

る6 このメカニズムは，全母気溢が大きく上昇した

1980年代末におけるスーダン・サハラ地域における

欝 3関@

1 9世紀中埋まの舗との舗謹でみた完新世最適期の年

開水量 (mm)の吉気韻擾元額。ただし. ~韓 3 図 iこ

額って拡顕翻の費支舗を10脅する必要があるe

縄水量まの増大の原留と関識しているかもしれない。

このとき，鱒水量まの最大増加は1988停にスーダン・
ナイジエリア@サハラ葡部において見られた。いく

つかの醗究によると 9 これちの現象は全域的な昇華主

の結果であると雷われている@

2-2.リス@ぜリュームスキ最適関71<鑓{約12万5千
年前}

最終閤氷期{約12万5乎~13万年齢)について抵，

今
/
U】

A
斗‘
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大韓では吉植物槽韓が，海津では吉生物槽報が充分

に量供されている [6.7.8]。
19世紀中頃との地上気謹嬬差を第4関(a)(b)に示す@

古気鰻の護元においては. 1日ソ連邦と西ヨーロッパ

についてはロシア科学アカデミ一地理大学で解析さ

れたものを，大西洋と太平洋・インド滞については

ロシア科学アカヂミー海搾大学の解析ヂータを用い

た。

北アメリカ大韓・アフリカ@アジア。南アメリカ

@オーストラリアでの気鰻の複元には，参考文書記に

ある多用なヂータを用いた。 F韓E詳報におけるj毎詳の

冬季水湛と夏季水盤 9 荷主幹轄の気畿の援元では，大

西洋@太平津・イン下帯での課海掘削データを基?こ

したA.G.Rapeniconの解析データとCL問AP計画とSP・
EK持AP計画 [6.7.8]で縛られたデータを思いた。
ロシアと海外のヂータから約130の課海データを利

用したが，このうちの約却は北半球に歩約50は高学

轄に分布した。これちのヂータの不確実性は，ミク

ロな動物相の解析に搾うロシアと海外の研究者の得

た情報の解析手法の輯遣にある。

最終関氷期の気韓最適期と現在の気謹との鱒盛期

平均{第5翻}によると，金時気議員は現在よりもし8

℃高かった。北半諜の夏季の気轟詰規事よりも1.5"C

高く，南半若葉で誌2.0"C高かった。また 9 北半壊の冬

季誌2.0"C高く，高半球は1.8"C高かった。

吉植物データ等{欝4翻)によると，夏季と冬季の

くb)

欝4額場
選齢期本掲の支t操最適期{約 12万5'f'年前}の古

気鎮護元寝苦@その地の説明は鰐 1留に閉じ包

("C) 

品
目
寸

η
J
L

温
度
変
北

5 

舎四国

←夏季 ("C) 

s 

温
度
変
北

a
4ど
の

/

』

s 

欝5歯e
季平均拡2.O"C.夏季平均試1.5"Co 
その地の説明は欝2閣に潤むe

北半嘩の冬

1. 8"C，夏季平均試2.O"Cである。

-43-
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気護主の最大上昇詰シベリア北部{冬季に 10~12"C， 

](季に6~ 喜"C) ，カナダ~~部容グリーンランドにあ

った。高ヨーロッパ頭壊・ 18ソ連のヨーロッパ中央

部では，夏季辻義在よりも1~2"C高く，冬季は3~4

℃高く，年静水量はlOO~200概多かった e

カナダ北部@アメワカ中西部事カワブオルニアに

ついて最近縛ちれた新たな経験的データ [9]による
と，北アメワカ額域についてこ均気鵠護元は充分な

響震であった。それによると歩約12万5千年錦のカナ

ダの北謹濁辺識で詰，奇襲かさを野む長講輯林帯が分

布し歩冬季と夏季の鉱誌は現喪よりも3~4"C轟く?

盤かな気議員変イちを捧なった海搾盤貴~鎮が主主錯してい

たことを訴している。

開識に，アメリカ大趨中央舗の夏季の裁量急拡現在

よち 1~2"C高く参冬季誌2~品℃高かった@これらの

データは..I2A舗に解軒した掲額域についての護元が

iま鋸正識であったことを証明している。

吉捕物ヂータ等を摺いた年縄水量の護元{第8顕)

では， I日ソ連邦@酉ヨーロッパについてはふふhト

ichko等の解訴を摺いた。それによると 9 全ての大鐘

の鱒水量生掠現議よりも多く 9 増加の最大輔{年関

200~300酬}結盟熱帯主義と濁 E章一ロッパにあった窃

このとき~~アメリカの大韓とヨーロッパの塁手陣水量

は輯対的に小さな変北重であった。

2欄3色 欝新設費量遊離{約万年害者}

j主初期の融界のj鯵持と大韓について拡多くの

緯織的ヂータが持ちれている@これらのヂータによ

ると，解新i主義室議題期は喜つの全域的1こ奇襲かかった時期

かち成り立ち 9 それぞれの轍鏡期関誌約20万年で，

その簡には短期閣の隷冷翻があった。最大の誕奇襲期

試鮮懇í1世初期 (470~450万年前}で 9 そのときの謂

と比較すると約

40%となり 9 海面水f立は30爾上昇していた。
また，鮮事i1翌:初期と中離の鵠鞠拭現在と上主轄する

第 S関

1 9世紀中頭の舗との輔謹でみた最終鰭永真喜の気韻
最適期の年縄水量 (mm)の古気鵠譲元揺e
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欝7菌吻

欝新設{事万年錦)の吉荒競議元震君。その

{患の鶴男見詰欝1舗にi奇じ。

と大きな箱i塞が克られたe 西ヨーロッパの多く拡ヌ

マスギや奇襲かぎを野む多年生の外来植物の分布を搾

なった中生鑓持であった。夏季の気迫は現在と詑較

して輯対的に謹がさく (2~3"C現下}多冬季球鰻

か容が護謀議であった。

ウタライナ子著書事@ヴォルガ拾津 a カザフスタンで

は?サバンナ e タイプの蔀邑漕の土舗が滞戒されて

いたe 夏季と冬季の気識の上昇だけで誌なく年間静

水量も増加したa また，南北謂半壊の多くの劫護地

帯{サハラ羽田北部@モンゴリア.111央アジア@

オーストラリア中央部:欝9翻〕の譲務状離は現密よ

哲も長かった。現在と比較したときの類審な相違は?

口シア北東部とカナダ北部1こ見込れた。

また安吉鵠物学のヂータによると針葉樹省 i左翼鶏

@さまざまな草木の地域を押なった北アメリカ@ア

フリカ@オーストラリアの地勢も現在と大きな相主義

があった@

鮮新設鵠離の大韓地勢の誼元には 9 新JI00の支持.鮪

商{北半轄では約的脅商学報では約却の薄i麗 Jこっ

ての吉地理学@地質学@吉鑓物学@吉水文学デー

タ等を輪脅して鐸た a 大韓均気議室と縄水量の譲元は安

全域的な地勢モデルを作成したB.A.Zuba初四の解析
を利用した a
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CC) 
動向冬季

←夏季 CC) 

14 

12 

01 
E吋汽下十[6ムi 10 

80封切N 40時 20割問 OS 20S 40S 60S 80S 
緯度

欝8喜望。欝新世と現高と的気量蓋を冬季と夏季で緯度制平均した関。北半嘩の冬季平均は4.5"C， 
3夏季平均は3.80C。甫半球の冬季平均は3.1 "C，夏季平均は3 6"Cである。その{患の説明は欝
2翻に関じ。

海面水議輔の寵元iこ拡，者孔虫プランクトンと識

る関識を埼い先@この議事mで譲元
された鱒新世中期の全世界の海神の気鏡的な地輔性

かち，年開・冬季.x挙録のj毎覇水識を説元したa
ここで特記麗襲撃であったの賦{不輔実牲が強いのは}

議選域にお捗る海面水識の寵元であるa

熱帯端iこ分布するポーリング孔9 静水生課体のそ

れぞれのO2関越捧の解析によると，鱒新設と現在と

の気議員舗謹は1.5"""1.0"C拡下であった@また，古生
鞠学データの解析iこよって縛た北大西滞中韓撲にお

けるj録画水識の譲元詰，.1>>.鵠4こ縛た結果と抵誠一撤

した。

鱒新設の碍半域高鱒壌で拡 9 現在と比較して年持

水量は150~200蹴増加したa 護主調状贈の組対的 iこ小

さな襲イむは参認アメリカ大舗を含む中鱒壌で見られ

た{第S函}。

アプリカ@アジア@オーストラリアの劫諜地域で

は蓄基潤状舗は員く 9 そこではサバンナあるいはサバ

ンナと関識な地勢が鍾勢であっ先@

3.麓量露
謹韓イむの多識な輯童話を曾んだ過去の3つの曜かかっ

た時代iこ関して，その経験データから金隷的な富鉱

瀧を護元し先@持られた結論詰品下のとおりである@

①完新設最適織と最終関氷舗における甫北調半報

鱒9菌@

1 9 t輩記主幹事Zの{謹との舗識でみた鱒新i止の年韓水量
{冊m)の吉気韓議元掴。

的気護主蜜イむ{鱒1，4翻}について諒， タイミル半晶北

部・チュクチ半島@カナダ a チリ葡部@パタゴニア

@ノーポイシユランー葡握大韓からのそれぞれ強立

した吉櫨鞠学ヂータと持控体データかち本論文の解

析が署員づけられた。

窃本論文の3つの韓かかった時代に対する地上気誕

の領域平場(第2.5.8)は，これちの3つの鉱韓鈎に

壊かかった時吠の一つの特轍{襲誼)を述べているe

窃しかし，この麗留に撰重量ガスやメタンの謹室効

果気持の投翻ははっきりしなかった。

F
h
u
 

A
告
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4むこのメカニズムの Itトリガとして考えられ
る天文学的要閣は，気護主変イちにおいて蓋接的な報互

関横は晃い出せなかった。

竜野中・高鱒度での年fその不確実性はあるが，雪氷
面積の減少は全壊の熱的状態に艶響を及ぼすアルベ

ド効果を上げている。

⑨3つの噴かかった時代に対する年時水量の解析{

欝3，6，9函)により，全球的な護主噴イちあるいは撞暁イち

のスケールと大韓での年鱒水量との閥横について結

論を樽た。

⑦全壊的な蓄量噴化のスケールの増大に梓い，商学

球の大睡での費量潤状舗は改善され，$締震において

は韓水量不是を弾なう地域拡減少した。

最韓?と

ロシアにおいても，持来の気{爵予翻について拡大

気大謂環の数櫨モヂルによるシュミレーションと類

娘法{吉気韻護元〕の2つのアプローチがなされて

います。

前者については歩後者以上に数多くの論文を自に

しますが，紹介者に誌内容的に難解でした。そこで，

IPCCで取り上げちれた解析データを捕昆する意

味で最近発表された論文よりその概要を紹介しまし

た。

本論文のなかで述べられていましたが， 3つの嘆か

かった碍代に対する金環的な気髄の鑑元ではより高

い輔農の槽輔が~，、要になるようです。特に，北半壊

よりも経験的ヂータが少ない商学報の熱帯域につい

てそれが雷えるようです。

最後に. 1 PCCの中で述べられていたロシアの

古気鰻援元についての不確実設の要点故以下のとお

りでした。

1.過去の荒換の援元における不輔実性

2.隈ちれた空間領域の地報規摸への拡頚におけ

る不碓実性

3.山岳地患の喪イじゃ持平簡状態iこ対する王手鞠状

贈の鎮定の効果の解釈における不確実性

4.過去の気鏡変花を引き起こした噂々な要閣の

相対的態饗農の決定における不輔実性
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8ij3お23ヰ 丈島7fトルコ牢皇室i重要6の宍J宗寺的解jffr
間 正男(消戸川-I.rJ創詩文学〉 落、シ式活(翼手右os) 

11じJl>lt 渇主守系象ぎ~磯荷主走 γ 渇の司最.-1 'ν@i， J 6 ，"'0、/( /9 :7 ! 0手)/"、 ぐトルコ1f-.s盤工jレト
グjレlレ3還難から /00ヰJ溺冴剰設許強弱d要万!氏!の話専がある。 "1るかトルコ;から:81.ドF表敬訪
問し R、 トルコ2f鍾 E~α9/U{.1 (.;{ ~CJO ト> .6()(}、事 IJ.速1J/0 :，嬰:・;1¥1室経 /1'11ヰヰ芝〉ヰ
棋米かちの!場持吉j義jti霊議 L漏ム?の者野崎汀詰千"注射完封i没L及。 この時の司息苦(エミシ・才スマ二/

ノマシγ〉以下の来組員 ld-0 ;もの碍J-?04長jも!の}域住i活 (36ρ~;ちり遺持母末手芸晃) rJ. tl尋の忍
処士通巷う票く場〈還の抵つについて、ゆ。

マ-1レマン
ぢす舗の矧K 鴎す手紙とし T 、ニィて紳ア議長'2ぜん'I{j;l~?t : (あ造、イトiれ〉

!Jぐノア/J'ヰ (AiE?年)1，，¥訟}設 L去J!t.(~z1ω11 Ae仏、£ω (端PI'J議ポ持続〉がある，
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jミ脅威i手下左升縁者?が紳7をかすめ、 ずIVr~~設を噸迭しiた 10 才拝搾t宇J!てで、:沼rJ手担!喰含合:鼠試 jね1引iど仁iるる3液i疲理馨，/1は咋すす;兎七れ!宮亨芯i♂0ず¥i片ク
長がが「人‘ !3J.本iのi爵i泉三労5芹'1."てでで‘":/1、';点草藷ま しい持争刀〆ぐ手耗答l注宝もIL-，ぺ11尺ミ乙'0 トトdルL-ノフ!哩軍母監監.土 8 1咋本 l騨整野野~み喜総喜鰯号の姦奪惑罰制 r 武黒熱j 叉応
(件詩似5将長F仇々ωω4ば壱戸J刷}
tで2ぅ葉戒し、 倍程オ γ:ミ制G- 1<.4攻 j之されに仏語/人;勾刻写!浩iであ I~'、 上i草川句、¥1130
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国.5

これらのi国ずら、;合嵐時高矧:ん宮戸岬料 I~工段時速約30 似て~j~品、成~京都許認ょう担苧~.@'Iて人
トl!穫を婚し;っ!、丸東進、/d>:自，Jr筑}(，rS-*格率tl)t1I~.aí L-て\):る ，lj1 I/~j衣護 iは回爵1 ，二 i工;脅する決

99JfhPIA . モ!の 1挙対可螺!手フ長持壊である。最近の類似合成i と L ， (I品、 Ir~j引く i示!し尺 1/)のがあ!ふ
マーのマよる ミヲ会議v"よる科アの被害iま翌られr;r!、¥主企画べ沢、制挟't:年(!..?i/ f.符〉のタ時間毎
の真剣風速雄1で台風基を!越え九廼~1ま(、持で，/〆!自 λ之婿i壬/~.児'; ンク 8 ，之 B子~:)::;sif/j ょう詳のみ'で
ある;また‘弱音{，I之自闘が的fJO仇仇足片品フ iた10

jJf、

され 22 U手芋場"1'1:企犠i沈没iL 11-ピ。
主頴グら i若 T遺骨1 品|制、連難t メ ()O ヰ J， 当 ~I平 J科i ぇヰ(ノダダD年)'ト iIし!コ!トダ性寺市議畠芸部3
が来 13L 、!避難認i~:五年d弟、、!表十字i の走、そ捧 11~た。ミ i ラ|端、翠来防1 r+!東京 ~K~~: の 1<7 ~専!会:場~ .， 1京都ど

完#Ji1です組i-ti華社i号符礎;を捜議，Lん N付1f{1語、Jt~Æ異議!ち ÇL6-i.f.ト若手短lで放!戒して!、〉る (i炉寄託路'o
気象台長'.自鴻鮪jrl改jり続J亀rlてよりピデ才き見 L-1(，1 )<。
一方、 iマI，-I，Uマiムザ著i議1，よる:を，y 詩'IJ-/盟 7 苦手下;開き't1主宰し|尺IT抗議問与弘通!語t~l愛i け;て

角下し20'0寺?噴 jこ霊竣持こ道'e通過寄るIø 足摺む宇を旬、1 わ:iL!尺 ffíi1':連絡をi哩!戸崎I~I向ザ端迷，，f-;/，、')，トで
続好し N'T，莞掛持'-pづlくうど下持L、 j員 =L~長引っ:z!す '-1//)性問稀爵!と|者i\づI!R.. :/ 6 ei卒鞠i:a:詩作，d.i、
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甲板:之を!，t挙時;選択諾う衣お I~ 考ワ‘部1差点よJ.'Y いて主義ち，1ミ q ノヱ時議 i三，1'合1患iの宇/亡付近主忍わ
れ.I大波!でlペム[ナレータ iー， ，il('l-1、;fが丸山 綿織の， 7 ヱ iーン!万'''''i問視尺:ので l半透1人iえ1 .tJ長~B1・紙11する
jえグフたその河童不鵜であフ:た忍気機関今11号誌が害容フ;た!ので、 :;iJ' I持ヒ員 朝蓄i本命l'~!変えるよう

総長の身あき i受t"，才 i ト寺 1れは、 j長立てるよ lう綜蓄1~2 五 ( fjO"I) I、支える謀総e!nケゲ九も
の i量殺‘総 111超長老く民改を:安Irj棋倒~ fJJっfミo
通jて点fくそれ点!斡;員11君、紋命総 jてノ J~ ， 砲の閉じー i ト dて t係長らえ下襲名制、。、じ i~ 村山i てふたïD

もそ!の具、数回転 氏。引の?変身!て村詩irJ;J受"て:さ!らおれ、;:ク;8の詔:の広
場I-=-は ，91品i削減フホけん 萩命総長くうま山て、特例認で;なくな 7九例川今ホ州:""(ボτボ社ぺ士、 持姥偽が州伴刈《刈怖」梓作手予:ら汁オれ州7t1.1'け何そぞ!れれ I~丈探葉!ワ
フfたミ Jメ7習l吟今探J炭考1い、 つ;tiト!キデ.J Iゴ三善洋の;l:Ji~晃， 1ミ I d I て!の後 rj: i 疑i~ 文官?て認鳴がすく!な:っ1< 1 が、
不思議!ぐも(符Ir'ら離なフ!氏。 J:;fJ戸持議1. I~納言lJ て款問され:(:、;沼迎，， 1工 j巷:L' (<'9 

長よ主主一三 述書、 1)鼓逮ー吠走B孝信j・)l又え距離，¥1ょiって 1;J:.lf支出るし;かし、当日手の l夫失@から、

ご 1h らを iだめるこれま!占禁母である，台風も待問 lZ1えまフ‘\、(~芳見 1，意 1え iる;るの ii ゎ:るが\不測の揚ベテ

的舗の才 i二!ミる託叉!の援様君、ら掛測する!笈1寄付、中型合成i今乙!1て?吃でl宝 i す!~乙ウモ:がえられよ

7 " 

~? it h紅が、!と!のiJ，)試を銅賞1ずる切符rt :ゲフれのは、:読めll'd巡!ぺir<，tlうid
①;当時|の母艦ぞ;肇革議員掃を遭難さぜ尺台風 t1ま ど;の持!♀1(1の|て切っふ?
②;  マ戸へL似可!b〉iのWぜ箱端5街締3鴻拘書島iしじ;只 言初j風訊の 1中jド，I心じが、才沖埼戸勾i凍東:ちミ並珪組遁 しr"凶く<-1謀J浴怠ぶ"れえ 撃iグ"山ゐJ;~う升rl'!ヤ!
i31丸bす!暗る!巧の 1討之討iろうi沖炉伽力かが¥¥1干?I ~主 i 、け〉 主凝剖守がゲぜザ、J)フjミ'"

矛先花?な l気味|資料がら!では!;，るが、え5 タ~ I之官鼠の示車 '1~:3遠く，ふさい袈!í!j1 il古!憾!奇足 iT1 J) i っ :r::.，，， 終路 iよ
t，竹のめ;を同工ILJ~!ilのほ;意えらる。 i との丸め i事!ア岡井 iて :1割、狩続l す i る i割審;フ!の/試行よ;フて f震発 L
fミ裁は、東講ずる史婦の Af--用品加わっ北京 I~先!利-Z'r8 1ミQ\~宇抗議;ιi'i c1)! t"忍;ゎlオti~o (払つi)
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『北 自然』

上溝 昭六 {大島荷量e高等専門学校 高齢学科)

( 1 )ピスケー湾の嵐

( 2) W事選のドーパー海峡』

( 3) ノースシーフェリー

( 4 )私の見たEC諸国のプロフィ-)レ

( 5 )北欧のストーム

( 1 )ピスケー湾の}晶

オーストラリアのコブ港から、ヨーロッパへ fアル

ミナj の輸送をした挙があった。 rアルミナj という

のは、ボーキサイドを輔錬し、アルミニウムを製造す

る過挫の半製品である。全く fカタク 1)粉j の如く、

純白でサラサラした美しい費物である。前の甑海Lこ、

北米のノーホークから石炭を満鉛輸送した本船、 ~JO 鎗

内は真謀、更に舗だらけであった。内地での揚荷後の

停泊期間が短く、撮磁の時間がなかった。 rアルミナj

はそのまま電気炉に入れればアルミニウムとなる。し

かし若し、爽雑物、特に鉄錯が少しでも調入していると、電気炉が鋸んでしまう。議地までの十日間の航海の

閣に乗組員によって、舗内の揚験、錯落しをしたが、前しろ、探さが、 20メートルもあるから、上の方まで

は手が届かない。ホースで圧力をかけた水を政射して、何とか表面の錯だけは落すことが出来た。ゴブ港での

積荷前の検査は、サーベヤーを案内する一等航海士にいって、締麗な制所だけを見せてパス、部とか韻荷だけ

は無事終了出来た。豪州から欧州までの甑海は南インド洋を、溺緩寄りの大圏コースを走って、アフリカ街端

にとりつく事になるが、先ずここで荒天に見舞われた。ドドーン、パターン、ピ 1)ピリ 1という描体の掘動と

共に、総壁や天井の錯が容赦なくアルミナのとに藷下した。それから一ヶ月の航海、毎日毎日、舗を拾うのが

乗組員の仕事となった。十数トン、トラック一台分穫もの錯を一つ一つ拾い上げて、文句一つも出なかったの

は、 一等翫j毎土の部下の掌鍾の賜ものだったものと、感謝もし、設に甑労の申請もしたものだった。

こうして、何とか、ヨーロッパに辿りっこうとした持、持っていたのが、ピスケー湾の識であった。誼烈な

風と、うねりの為に自大な齢体もほんろうされ、船体がきしむ、折角締麗にしたアルミナの上にまた錯が落ち

てしまった。このあと、連日連主主また錯拾いの作業をしたのだが、二日後にロッテルダム入港で、時間切れ、

一部に錆をのこしたままの鑓菊になってしまった。錯をアルミナに混ぜてーごまかしてしまったのでは、あと

から大問題になる。正痘に善玉槽を打ちあけて、錯の混じったアルミナだけを、射のハシケ Lこ鵠いて、あとの貸

物をクリーン・カーゴーとして揚荷をした。ロッテルダムで半量の 3万トンを場げ、あとの半量はノルウェー

まで選ぶので、今震はパーラップを購入し、質物の表面に敷きつめて航海する事にして、残量も無事睦揚げ出

来た。大自然、の猛成、組乗りとしては常時経験する事ではあるけれども、数万トンの鉱石の上に落下した無数

の錯を、舗の如き人関が拾い鎮めて挙無きを得た、との快挙は今も脳裏Lこ残っている。

この時は、フランスのシェルプールで北海パイロットを乗車甘させたのだけれど、これも又、印象に残るシー

ンであった。多少湾内に突込んだといえ、まだかなりの風とうねりがある。スピードを落してジワッと待って

いたら、 fモアースピード・キャプテン j と、 VHF電話で連絡して来た。なる語、木の葉の織に語れている

パイロットボートが近付いて来る。スピードを落した本政}も検揺れしている。かえってスピードを上げた}.iが
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揺れが少ない。急譲、スぜードアップし、本離の右麓錨に風槙を受けて、左鉱憾に fかげj を作って、無事パ

イロットを収容したのだけれども、とてもこのしけでは出て来ないと患ったパイロットが出て来て、鼠譲をも

のともせず、高速鉱行中の本鉛にポートを損付けして、乗り移った様は、北海に君臨していたバイキングの昔

をしのばせるのに充分であった。

( 2) Ii援のドーパー海娯』

かつて、ヨーロッパからオーストラリアへと読売IJ国を運んだと云う。国人離とは逆のコースで、豪州から歌

州への鉄鉱石を満載した鉱石専用巨大斡K丸は、ひたすら大西洋を北上しつつあった。羽留沖の自離機撃落事

故は、機長の管理職としての糟神的負担と、離着睦時における、持i経八の重圧が如何に大であるかを教えてく

れたけれども、はからずも、離長職にも共通の、いやそれ以上にプレッシャーがある、と云う一つの事例を紹

介してみたいと思う。

人間一ヶ月余も、何処にも寄港しないで、海とさきを相手に単調な航海を続けていると、おかしくならない方

がおかしいー・・。畏掲載海の船舶の乗組員は、それを何らかの方法で昇華させるなり発散させるなりして正

常な神経を維持しているわけである。既に、内地のテレビは勿論、ラジオも聴けない、向巻か積込んだピデオ

テープも、すり窃れる程、何回も繰返し視てしまっている。雑誌や単行本を読むにも限度があるし、錨室に引

きともる点に問題がある。いろいろなレクリエーシヨンを企画して、 f退屈j と云う一番の磁を追払う事に努

めた。 r卓球大会J r飾り毛布展示会J r誕生パーティー j 等々。更に壁新簡を発行したり、船内新聞的な髄

筆を書いたり・・・。おまけに、この銑海Lこ限って地社にチャーターされて苛酷な条件も課されていたし、向

かと露首長と顕を錨ます事が多かった・・・。との識な K丸を待ち受けていたのが、 fドーパーの重量j であった。

かつて、東京湾を出航時、浦賀水道で、横にならんだ北欧の船があったが、三航土が、 fキャプテン、あま

り接近しない方がよいですよ・. . j と云う、{司事かと、双駁鏡で相手加の船橋を見てみたら、向んと、上半

身練体、毛むくじゃらの大男がニ，三人、甑海直に立っている。向とも不気味なムードであったわけであるが・

・。高緯度の欲州、日R現時開も短いし、霧も多いので、住人はつとめて鵠光を求め、東凱に吸収する事を心

掛けているわけである。有名な fドーパーの白い選j にも、冬分には滅多にお自にかかれないし、ロンドンの

轟も有名である。ともあれ、ドーパー梅峡を乗り切らなければならない・. .。離舶の盆来が識しい狭水路で

輯の為、損界が制限されたのでは f設さ面に輔j であるが、も一つ、 fドーパー海鰻j は世界的に有名な『通

離分離方式j の観法を設定しており、通説舶に厳しい制約を課している。おおまかにまミえば、中央にセパレー

ション・ゾーンを設けて東銃強と酉菰船を分離しているのであるが、細かいルールも多く、 f密告方式j とも

云える通報制度で違反船の摘発もしているので諭斯が出来ない。通常の鉱海に於ては、西の入臼の fシェルプ

ール議j で北梅パイロットを鏑って、水先案内をして翼うところであるが、この甑海は鰭離契約によって北海

パイロットの費用は、当社負強となっているので、とれを鮪約していたのである。棺もかもを組長岳身で処理

し、一つのミスも許されない、自室のベッドで眠る事も出来ず、船捕のソファーでの甑離となる。

悪戦苦題の末、ダンケルクの沖に辿りついて錯を入れたのであるが、とこで、一つ、この識な時の鮪長の血

圧の状況はどうであるかのテストをしてみた。指摘、ドクタ一代理として乗組中の看護婦を船舗に呼んで待機

させ、投錨産設に車o長の血圧劃定を行ってみたが・。.0 1可と、これがIi208 Jlと云うとてつもない数字を
示したのである。平常の私の血圧は 136、極めて正常であったが、との競海多少上がり気味で、 160前後

を示していたとは云え、議離の時のストレスを加えて極端にハネ上ったわけである。若しも、コレステロール

でも描っていて、鹿管が諮っていたとしたら、 fドーパーの霧Jと心中した露首長、てな事になっていたかもし

れぬ・ー・。翌日、接岸、 fパリ一見物j を兼ねて、パリーでドクターを探して見たが、何ととの時は、フラ

ンスのバカンス・シーズン、ドクターは南鶴のニースあたりで鍾雅な休養中でそれもならず、当方もやけのゃ

んばちで M 誌のパリ - 11の休暇とばかり、これ又世界一流のナイトクラブ 11 1)ドnのショーを楽しんだり、か

けあしパリー観光や、ショッピングを楽しんで婦齢、再度邸圧を潤定してみたらこれ又、向と、 156の略正

常造下降していたドーパーの霧j が上げた鉛長のi血圧を、 f花のパリジェンヌ j が下げてくれたわ

けである。そして今、持の異常もなく職務にファイトを諜やしている・

( 3 )ノースシーフェリー

北歌の謁軍関ノルウヱーが、 EC諸国の仲間入りする事を考えて窟るとか@・・ー十数年前にお正月を適

-51-



例会講演要旨集第63号 1993. 1 

患いもしたものである。そして、乗組員のレクリヱーションの賞品に買って掃ったのが、 f バイキング斡j の

ミニチュアであり、今も、教官室の韓り舗の中で、若い学生に夢を与えてくれて居る。

はからずも、スコットランド・ヱジンバラから、娘夫婦、議らと共に睦銘南下して、イングランドヘ入り、

海路南下したバイキングが畏入したヨークの留を訪れる機会を簿た。古代ローマ人の柾顔、パイキングの護入、

ノルマン@コンクヱストと支記者の変転著しかった、ヨークは北イングランドで重要な都市富家として君鵠し

て来た麗史を象控室するかのごとく域壁に顕まれた町で嫌々な時代の遺書事が喝、完全な形で保存され、我々訪問

者にタイム・トンネルを讃らせて呉れる a ようやく、二人がすれちがえる強い域壁の通轄で一巡すると、商工の

鎮子が全部塑iる楽しい町であるが、パイキングの王の最後の麗生地を讃元した Fバイキングセンターj 内部を

4人乗りの電動カーで晃て留ると、調覚、聴覚に加えて、臭覚にも訴えて、当時のムードに覆らせて呉れる。

すなわち、くんせいのスモークの臭いを諜わせて語るのである。入り口は畏轄の弼で、識をあやすのに、アイ

スクリームを翼いに造る始末でもあった。 rヨーク・ミンスター j 英醤各地に敷ある大聖堂の中でもー捺、立
糠な教会で、 71 mの高さの塔を持つ、イギリス最大のゴシック建築とされて居るが、 700年前によくもこ

れだけの建鞠をこさえた事に驚くとともに、ー皆、政府からの期政護拐を受けずに、この壮大な建築物の維持

をして題る事に罪事動させられ、思わず、マネーボックスに浄財を寄付するとととなる。

も一つ、そそっかしい家内が、署員を出る閤擦に、熱揚をポットに控ぐ時よこ掌Lこ火髄を負い、ヨークの救急靖

践に世話になったが、銀輪どころか、一切無料であったのにも感心させられた。保韓、厚生に関するお圏構の

差も痛感する。ヨークの B • B (ベッド・ブレックファースト、民密)で中世の夢を結び、バイキングの鑓略

の路を逆に辿って、ハルの議Lこ設き、待望のフヱリーに乗って、欧側本土ヘ向かう事になった。

ここ 3年、毎年夏休みをイギリスで過ごす結果になっているものの、実は、輪乗りを 30年もやって患で、

英留の識には一度も来たことがなかった珍しいシーマンの払でもあった。ハル識の蓋ぐそばのミドルスプロー

の轄外まで、日選自動車を 2千台運んで来た事があったのだが、英盟持有の fワイルドキャットストライキ j

(山強スト)に引っ掛かつてしまって、入港出来ずに、オランダのロッテルダム港ヘ囲って、韓揚げした事が

あったのが、若い翻畏時f';の経験でもあったが、はからずも、今回は、略、開じコースを露首客として競海する

事になったわけである。

日本には未だ事在しない 3万2千トンの大型フヱリ一、 5才の隷損以上に胸をときめかしての乗船だったか

も知れない a ・・旅客船@フエリーのアドバイザー j 業務の兼業もしている私、参考の為に拙内を見学さ

せて貰おうと思って、鉱門の士宮に申し出ていたところ、キャビンに着くか着かない中に組内のアナウンス

fキャプテン@コウタキ、インフォーメーションへどうぞj との事、早速、出向いたところ、 fキャプテンが

ご按拶をしますので、鮪畏室ヘ案内します。 j という、出帆間慌の忙しい折ながら、暫く、オランダ人組員と

歓談、鰻から家藤一関、晶、矯へも招待されて、つぶさに見学も出来たが、 10年前の鮪畏の骨董品?でも、強

畏を大切にするヨーロッパの嶺習は不変のものであった.

(4 )私の晃た EC諸国のプロフィール

毎日の如く、欧州の連費危機が報じられて居る。 EMSやERM等の通貨調整メカニズムでは調整が付かず、

欧州のみならず、米留や吉本にも飛火しそうな接相で、 f対岸の火事j では務まされない状況でもある.米だ、

欧州統合なんて事の糸口も見出せなかった 19 7 0年代に、蛤畏として訪れ、 19 9 0年代初頭から毎年の如

く訪れて居る欧州の EC語習の横顔を私の見た鞘閤でおしらせする事にしよう・. .。

〔英国〕

rグレートプリンテン及び北アイルランド連合王悶 j はながったらしい、 ru. K. Jでは戦jり難いから、

「大英帝国j を f英国j と呼ぶのは良いが、 fイギリスj とは、 fイングランドjのポルトガル、オランダ読

みであって、 f織田摺畏j 時代Lこ fえげれすj として伝わった所掠はともかく、スコットランドや北アイルラ

ンドの人々には甚だ失礼だし、此処、 2年にわたって、毎夏の 3週間、英留で普通の生誌をしてみて、イング

ランドとスコットランドの差異を凱で感じたままを述べたいと患う。

〔イングランド〕

EC諸関の議長国である英留がERM  (為替安定制度)から離脱したのは、文字通り話にならないが、 fポ

ンド危機j とはいえ、ニューヨーク、東京と共に、 Ht界経携の一翼を担って震るのが、 fロンドンj であろう。

昨年はグリニッチを訪れ、海関の上で御世話になって窟た、練度O度線を還轄の議事にして、初めて識と共に時

いだ。海運の調調が中東や掻東にあったにも関わらず、後発のヨーロッパ人が好奇心Lこ競えて世界制覇の道を

進み、ミヨーロッパが中心になったのは、 「コロンブス 500年j の本年、感機諜い事でもある。

担し、この夏訪れた、 1)パプールの寂れかたには日を覆いたい面もあり、かつては世界を嵐びしていた探検

会社にまで、 fTo-Letj 費家)の札が貼ってあるのには驚いた。美味しい食べ物を見つけるのが難し

つムに，u
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いのもイングランドであり、ロンドンのオックスフォード通りのステーキハウス fアバディーンj では、国く

不味い肉にへき易し、ピカデリーサーカスの帝京留でもやたらに幸いチャーシユー題に参った。ギネスピール

は好みに合うが、やたらにぬるいピールを呑ませるのもイングランドのパプである。スコットランドでは、と

の識な事はない。ホテルも、冷薄どころか電気機器の故龍Lこ留まされる。反面、博物舘や薬舗鎮は立探で何度

も訪れたい魅力もあるし、盟内識の空帯設構でも成田等が足下にも及lまない。ウエッジウッド、バーバ 1)一、

アクアスキュータム等々、プランドものの本j書が庇を並べるリージヱント通りには日本人観光客が群れて患る。

靖簡の少ないロンドンでは、未だにこうもり傘を携えた紳士を見掛けるのも、多少の爾では爵其もっけない

ヱジンパラとは異なった麗景でもある a イングランド北部の潟水地方では、ワーズワースの里で、未だにその

一節を暗記して窟る fダッホデイルJ (水仙)の詩と再会したり、ピーターラゼットの呼ぶ予告にも誘われるし、

古く、ローマンコンケストの史欝や、バイキングの程入の遺跡に中世を罷ぶのも「イングランドj の嶺額であ

った。

〔スコットランド〕

たまたま、 fMBAj (経営鵠士}の費轄を取る為にヱジンパラ大学大学践に企業留学している鶏夫婦のも

と毎夏の暦畿が出来、スコットランド地方にも遠征し、 fネッシー j の足芸惑を訪れたり、 fスカイ島J~こ護っ

て、さいはての地の麗物にも接し縛た。ゴルフのメッカ「セントアンドリユースj も議き、中世の騎士が覇争

に明け暮れして患た近辺の王接、費族の患域や館も懇話したが、門から鯖までE撃でかなり走らなければ到達出

来ないその底さには惑顔させられた。一方、その発展損りは自覚ましく、道路の撃舗状況もイングランドを痩

ぎ、地理的に間にあるイングランドをとびとえて、 EC諸国へのアプローチもあるとか潤いた。 r兎小撞j と

ちがって、半永久な住震は古い建物語、家費が高いし、内製を新しくするだけで挟過な生活を楽しんで居る。

寵木を切るにも、許可が要り、自然の環境を璽損して居る密並みは美しく、留中の公麗では、孫がりすと戯れ

る天然が残って農る o 空間的にもゆとりのある生活を送って愚る生民との接触では不翰挟な事は絶無である。

f温古知新j とれが fスコットランド魂j とも受け取れ、ぜューアーモルトのスコッチウイスキーの香りと

fエジンパラ a タトウ j のパグパイプの音色は未だに窺って居る。

〔オランダ〕

ことしはあえて、睦路、スコットランドからイングランドと辿り、ヨークの外港ハル港からフェリーでオラ

ンダヘ捜る事とした。船畏を大切にする欲州でもオランダはその鰻向が強い留でもある。

組提持千えにも訪れた世界最大の器、ロッテルダムで麗E在感のレストランで金事をしたら、入り口とテーブル

には自の丸が翻って麗たのに感心した事も患い出したものである。ハーグ市に近いマドローダムのミニチュア

の町では、ガリバーになった気分、チューリップに代表される詑の留の花博 fフロリヤード j では錬々の如く

羽化費イ向、リゾートピーチ fステファンニンヘンj では孫と共に設と麟れた。 EC諸留の将来のリーダーと自

されるオランダの工業中の中心であるロッテルダムは発展自覚ましい反頭、自撰が狭められ、かつて、ドイツ

の鑑識でハートが飛んでしまったとのそニュメントの f心臓が破れた男j をやっとの事で建物の藷に見出した

ものの、環境の轍壌を嘆いて居るかの如く思えたものである。

かつて、うら若き本輸のナイチンゲールと共に登ったユーローマストや、ホンデューの鹿を S才の菰強とと

もに訪れ、感謹一人でもあったが、 r~，樹 j の額を掲げた、南京街の f東京パー j は跡滞も見出せなかった。

ハイネケンピールも普く感じられた事でもある。ロッテルダム・ヒルトンに潤いた、山九ヨーロッパ社長のお

招きで、船畏時代 f賓の部J ?しか知らなかったアムステルダムでは、 fコースターダイヤモンドj の見学も

出来たが、家舟や鎮共は別行動で、アンネフランクの家へ行き、お義理に買ったダイヤモンドも芋墳なもので

梼み、離藍?を免れたが、ホテル@オオクラで賞味した数の子に十数年前の味を見出し、ロッテルダム明治麗

がホテル出発関離に麗けてくれた、 5キロ入りのバケツの塩漬のダイヤがアクセサリーのダイヤとともに設に

物議を韻そうとは・・・神のみぞ知る?事だった・・@

〔ベルギー〕

昨今の ECの会識は専らブワュッセルで関捕されているが、オランダとベルギーは小国ルクセンプルグを含

めて、毛鞘元載の f三本の矢j の詩I1の如く、一心同体の観があり、インダストリーキャ 1)ャーの最大手、 f山

九j が、ヨーロッパ進出の布石をアムステルダムに選んだのは正解と考える。オランダ~ベルギーのモーター

ウヱーのドライブ中、うとうとと麗眠りしていたら何時のまにか.ベルギー額に入っている。

運転の娘婿に、国墳はどうした、韓関手続きは?と揖いても、何の諜示も無かったという。何時も厄介な韓

関も、今度ばかりは、手続きをして出国しないと、タックスが震って来ない、すなわちダイヤモンドの鋸格の

1 8パーセントが不意になって栓舞うのである。 Uターンしても一度オランダ額に戻って、今農は吾を書道らし

ていたら成るほど fドゥアーナj という標示がある。私はオランダ語はさっぱりだが、南米銑路で覚えたポル

つ.U
F
円
U
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トガル語には自鐸がある e 南米でたかられた強みの韓関の fアドゥアーナj の rAJをとったら、 「ドゥアー

ナj 揮ち韓関なのである。英国在生2年の婚もオランダ語は解せず、 fドゥアーナ村j への撮示と錯覚して、

一切ゲートもラインもない留境線突鞍行となったわけであった。レース輔みで有名なベルギーの運河の街ブル

ージュに立ち寄り、外遊「ジープルージュj から再び fノースター号j の鉛客となり、英留に戻ったが、豪華

なディナーに満足し、ラウンジのカジノでは久しぶりのルーレットに興じ、舞とのパーの呑み代位は諜がして

糞ったわげである.

〔フランス〕

豪州の鉱石をダンケルクに運び、本舶の白衣の天穫の懇請もだしがたく、スピード観光したパリーに f度 l

O年ぷりに訪れたのが、一昨年、加藤一二三さんと鶴一緒のデラックッス・ツアーであったが、その 10年前

と偶撚開じ、 「コンコルドラファイヱット・ホテjVJ ~こ、増糠のばあさんと投靖、諮問は f リド j 、今回は

fムーランルージュ j と、まずは世界で一、ニのナイトクラブの晃簡ともなったが、ど鑑聞に洩れず、ルイピ

トン、ヱルメス、シャネル等々の麗訪でパリーのガイド控は出来そうにもなかったが、いずれの唐にも群がる、

特に若い娘さん遣のなりふり構わぬ f丹高貴接j の買い撒りの襲は浅ましく、恥ずかしかったものである。

フランス新幹媒T.G. V.でジュネープもこ向かったが、スゼードのみならずゆったりした車内の設計等、

日本の新幹識は及びもつかないものがある。平和の象機と思っていた fスイスj が、国境警官錆も厳しく、高速

道路は蓋ぐに、帯走路に変わり、沿道にミサイルを轄し、接シェルターが多いなど、ガッチリとした殻に閉じ

舗もり ECに参加しないのも窺い縛たものだった。

〔イタリー〕

遺跡の呼1~こ簡がある f ローマ j では、コロッセオやカタコンベの基毒事など迫害された、キリスト教徒のうめ

き声が関こえて来そうな、麗史の重みと、員くもまあ、とれだけ古いものを大切に保書して居る、当局の努力

を感じとったものだし、オードリヘップパンやキャサリンヘップパーンの喜怒哀楽をも実感したものであるが、

なんとしても物騒な土地でもあった。カンツオーネを聴きながら、のイタリヤ料理に堪能したものの、レスト

ランに曹宥を呼ぴ、婦り道の謹衝を頼まれなければならない現状では、興覚めでもある。

{ギリシャ〕

中東戦争の余披で、 {中東のパワーの別名のある)ベイルート揚げのカーゴもピレウス識で諦げる事となり、

長期停治してのアテネ通い、昼の部は、古代の遺跡の見物、喪の部はこれまた、モンパルナス輩出、雪道で山

道やケープルが閉ざされるのも忘れて、カジノヘ費業料?も納めた船畏時代であったが、オナシスに代表され

るかつての海灘五毘の名残が多々残って麗たのを記櫨する。接続の船室には、いろいろな壷が諮れ、いま尚、

家内手襲の掲芸の壷と髄劣を競って居る。

{ドイツ〕

ヱムデン港でフオルクスワーゲンを積み、アメリカヘ輸送したが、十数年前に既に、数千台の車の積み込み

管理をコンピューター管理して居るのに感心したが、東西の壁が外れて多少の足鰭みがあったものの、 ECの

司:1接である事は間遣いなかろう。但し、若い代理f占のマネージャーとの食事の話題に戦鑑 fエムデンj の武勇

伝を話したところ、全然知らず、時代の変還を感じたものである。

( 5)北歌のストーム

毎年、悲惨な漁船の遭難事故のニュースの鰭えない北太平洋の荒天もさる事乍ら、冬分の北大西洋、わけて

も北欧のストームはすさまじい・・・・ e 。北海池田開発のプラットホームが流されて幾多の人命を奪われた

悲劇を記寵されている向もあろうが、以下は私の体験した、北欧のあらしとの闘いの物語である。

{そのー) 1 9 7 2年ロッテルダム港の椀

2千台の乗用車を積載、横誤港を出帆して 1ヶ月と 1週間、 1万3千塑を走り続けて巡り着いたロッテルダ

ム譜には大変なお客撮の持伏せがあった・・・。何とか岸壁に探留を終えてホッとする間もなく強風，曹報の発

令があった。自動車運搬船の吃水は浅く、強風には弱い。 rともおもてスタンパイ j r機関用意j すなわち

f総員配置j の体制をとる。バロメーターは既に 977ミリバール造急下降、みぞれまむりの強風.もすでに愚

速 20 米を超え、期~-錦、状況は悪化する@保留索を増し取りをし、岸壁舗の左舷錯も投下、一切の荒天準舗

を整えたけれども、最悪の状況になった。

fおもての部留棄が 1本切れました!Jと、船首都寵賓の一等銑海士から悲槍な報告が来る。本船自力の対

応だけでは不充分、港湾当局に曳離の派遣を要請、折から債乗していたオランダ人の北海パイロットにタグボ

ート船員への連絡を通訳して貰う。前後方向の風なら、本船のヱンジンで何とかなるが、横方向からの風はタ

グにたよる植ない。この時気圧は 974ミリバール迄下がり、風速は40米を超えていた。クレモナロープの

部留予震が、ゴムの接に延び、船体が岸壁から離される。 rタグボート、全力で押せJ r了解、キャプテンj息
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詰まる数分、ようやく岸壁に離体が押し付けられ、ホッとする。今度は風向が前方に移って来た、右鉱錯も投

下、岸壁もこ罷留していて錯を入れるなんて意外に患われるかもしれないが、可成りの効果がある。 rヘッドラ

インこたえますJ rよし、デッドスローアヘッドJ rデッドスローアヘッド・サー j と、三等戴海士のアンサ

ーバックにも力が入る。プルルン、ストンストンとエンジンがかかると、じわっと鵠留索がゆるむ、 fストッ

プ・エンジンJ rストップ・エンジン・サ -J 之の境、地鵡のタグボートへの擾助故頼の無謀連絡が接受され

て来たが、すでにタグは出払っていて応じられない無精な返容が返っている。

r先手必襲撃j の本館のタグ手記の要請は全くラッキーであった。こうして機関を龍寓する事、実に 32題、

タグボートに押して翼う事、 3時間余、ようやくバロメーターも上昇の気記を示し、思調も衰えて来て、危機

を脱する事が出来た。本離の披害は幸いに部留索一本で詩んだけれども、 f気象の急変の察知J r部留索切新

の早期発見j r機関準鵠J rタグアテンドの手配の時期j どれか 1つ欠けても大事故につながるものであった・
現地新開の報道によると、 50年来のストームだったと云うし、大型船が鹿鳴したり、議のクレーンが

アメの横に曲がっていたり、各所に大きな被害があった様で、あらためて、本船の適切な対応による無事を現

とぴ、悪戦苦翻した乗組員に感謝したものだった・. . 0 {可処吹く毘?と白河喪舟を靖いでいたのは、若きナ

ース一人だけであった識である。

(そのニ) 1 9 7 6年ヒューズネス器の樹

オーストラリアでアルミナを積んで、オランダ経由、ノルウェーのフィヨルドを興課く入り込んだ小さな識

でのストームとの鶴い、と云うよりも、患が過ぎたあとの出来事である。

白銀一色の素晴しい正月のおとそ気分もさめやらぬ、 1月2日未明にかけてのストーム、流石に北緯 60農

と云う高緯度の轟は強烈を極めたけれども、前述の経験をも生かして無事明裁けることが出来た。時機を失し

ないロープの増し取り、機関使用、両舷錨の投下は、この時も有効であった。船橋のソファーで仮眠していた

私に一等競海士からの報告、 fキャプテン、すっかり嵐ましたよ J rよし御苦労さん、フィニッシュ・ヱンジ

ンJ rフィニッシユ'エンジン・サー j 突撚、競梯の状態を見に行っていた伊根手がとんで上がって来た。

「キャプテン、翻が走っています!J rヱーッ、持にい 1・. . J気が付いて見ると、テレグラフ{機関指示

器)が、ラングアップ・エンジン{機関整定)になっている。向と、全速力のも一つ上の馬力に機関が廻り出

しているのである。環てて、機関静止にしたけれども、 20本もの部留蕪をひきずって約 30米前進、船首が

前方の浅所に乗り揚げた懇でとまった。

もと捕鯨翻の謀i長だったとの一等銑海士、素晴しい人格を持った好讃で、部下の掌揖もよく、困難な船務を

翻いて呉れていたが、テレグラフの f機関終了j を勘違いして、 f磯調整定j にしてしまったのである。機関

無人化のテレグラフは、オーダーに忠実に指示通り、メインヱンジンを動かしてしまったのである。在来の舶

なら、郎、当藍磯関士から、 f岸壁Lこ額留していて『前進』とは何事ですかと j 電話で問合せがあった筈であ

るが、主磯遺嬬提離では機識は正蓋にそのまま作動したのは無理からぬ仕犠であった。

幸い乗揚げた離首都の海底が混の底費である事が確認され、機関後進による引卸しではショックを与えるお

それがあるので、鵠蜜蕪を捲き込む事により、ジワーッと、号i卸したが、離の全タンクを検査の結果、捜水の

兆換もなく、損髄のない事が判った。

若し会社に報告されたら、一等鶴海士のミスが表面に出てしまうと、本人が心配している。接に問題が起こ

ったら船長が責桂を関われる事になる事を覚情の上で報告を出さずに詩ましたけれども、推察通り、その後の

入渠時の翻底検査でも、調舗はない事が確認されたとか・. '.休噌で故郷もこ掃省したとの一等銑海士から潤

いた、仙台の f聾かまぼ ζj を有難く、賞味したものだった。
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@気象知識及び防災思想、の普及
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利用者に対する予測の提供
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@水資源，ダム管理，河川洪水等に関する水文気象観測，調査及び
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• i.皮浪，潮流等の海象に関する観測，データ処理，シミュレーショ

ン及び予測の研究

@環境アセスメントに関する気象及び水象の観測，調査ならびに研
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